
第４章

みどりあふれる持続可能なエコタウン



SDGsへの貢献
(最大3つ)

R3予算現額 項目名

7,473千円

R4予算現額

8,929千円

R3正規職員
人件費

0.68 人 実績

5,426千円 どのように貢献したか

R4正規職員
人件費

0.58 人 評価者

～ 4,641千円 管財担当参事　高橋　国弘

R3予算現額 項目名

65,000千円

R4予算現額

70,000千円

R3正規職員
人件費

1.44 人 実績

11,491千円 どのように貢献したか

R4正規職員
人件費

1.24 人 評価者

～ 9,922千円
マチごとエコタウン推進課長　齋
藤　伸宏

R3予算現額 項目名

0千円

R4予算現額

6,725千円

R3正規職員
人件費

0.55 人 実績

4,389千円 どのように貢献したか

R4正規職員
人件費

0.13 人 評価者

～ 1,040千円 経営課長　草彅　秀夫

①873件

②2件

③0件

R4目標

R3決算額 指標名

411

目標設定の考え方・根拠

R3目標
経営
課

実施計画ランク 事業の種別

企
業

最優先 自治事務

環境対策推進事業
（低公害車導入）

根拠法令

埼玉県地球温暖化対策推進条例、所沢市マチごと
エコタウン推進計画、所沢市水道事業経営計画

事業の目的及び具体的な内容

所沢市マチごとエコタウン推進計画並びに所沢市
水道事業経営計画に基づき、地球温暖化緩和策を
推進するため、次世代自動車（ハイブリッド車（Ｈ
Ｖ）、電気自動車（ＥＶ））を令和4年度以降導入する
ことにより、温室効果ガスの排出を削減し、本市が
掲げるゼロカーボンシティの実現に寄与するもので
ある。
　併せて、電気自動車の導入に伴い、上下水道局
庁舎内において、充電設備の拡充を図る。期間

R3

- 自治事務

スマートハウス化推
進補助事業

根拠法令

-

事業の目的及び具体的な内容

【目的】所沢市マチごとエコタウン推進計画に基づ
き、再生可能エネルギー利用設備や省エネルギー
設備等を導入する市民及び事業者等に対して、予
算の範囲内で、経費の一部を補助し、市域におけ
る再生可能エネルギーの導入及びエネルギーの効
率的な利用をより一層推進する。
【内容】
①家庭用（エコリフォーム、創エネ・蓄エネ機器導
入）
②事業者用
③自治会・管理組合用

期間

H31

R4決算額（見
込み）

578ｔ-CO₂

会年職
員等

1.25人

R5目標

増加

13 気候変動に具体的な
対策を

会年職
員等

成果

R3その他職員
従事割合

63,736千円

R3決算額

R4その他職員
従事割合

7 エネルギーをみんなに
そしてクリーンに

増加 570t-CO₂
スマートハウス化の推進
により、再エネの普及と
CO2排出量削減を進め、
地球温暖化対策に貢献し
た。

67,121千円

①家庭用補助金交付

②事業用補助金交付

③自治会・管理組合用補助
金交付

R3実績 R4目標値が未達成の理由・分析

R5目標

一
般

スマートハウス化推進補助事業
全体の成果では、昨年度比で目
標達成できていないが、予算執
行の9割を占めている家庭用の
項目ではCO₂排出削減量が約
200ｔ-CO2増加（345ｔ-CO2→544ｔ
-CO2）しており、家庭部門におけ
る削減に成果を出しているため。

A

９月にガソリン車２台をハイブリッ
ド車に更新した。
低公害車の導入により、温室効
果ガスの排出量を年間約305kg
抑制することができ、ゼロカーボ
ンシティの実現に寄与した。
また、燃費が改善したため、年間
約20,000円の燃料費削減を実現
できる見込みである。

R4年度に改善した点
7 エネルギーをみんなに

そしてクリーンに
0千円

①更新台数

低公害車導入率
既存ガソリン車の更新時期に合わせて更新台数
及び低公害車導入率を設定 乗用車だけではなく、貨物車においても導

入ができないか、検討を進めた。

R4決算額（見
込み）

4,042千円

R3その他職員
従事割合

環境にやさしい低公害車
について、高い導入率を
維持している。

14.71%

・断熱パネル単独での申請を対象外とし、
断熱改修の補助対象に断熱パネルを含
めることとした。
・市場価格を鑑み、断熱改修（床、壁）、ト
イレ、浴槽の補助金額を変更した。
・事業用機器の買い替えに対する補助を
廃止した。（コロナの影響を受けた事業者
への緊急的な措置であったため）
・太陽熱を普及するため福祉・医療施設へ
の太陽熱利用システムへの補助を対象と

11 住み続けられるまちづ
くりを

事業達成に向けての現在の課題及び今
後の課題解決に向けた取り組み

R4年度に改善した点

0人

目標設定の考え方・根拠

B

R4目標 R4実績

市内の二酸化炭素排出量の半数以上を
占める家庭と事業者の排出量削減に効果
的であることから、引き続き社会情勢や市
場価格を鑑み、より効果的な補助となるよ
う工夫しながら進めていく。

指標名

住宅のスマートハウス化を推進することで、市域から
の二酸化炭素排出量を削減できるため、左記項目を
指標とする。

事業用機器の買い替えに対する補助を廃止した
ことにより、１件当たりのCO₂排出削減量が多い
事業者用の申請件数が減少したため。

増加

管財
課

実施計画ランク 事業の種別

優先

低公害車導入事業

期間

所沢市自動車管理規定、環境マネージメントシステ
ム、埼玉県地球温暖化対策推進条例

事務事業名称 事業概要（全体）

計画
コード

411

H13

事業の目的及び具体的な内容
一
般

根拠法令

良好な環境を将来の世代に引き継ぐことを目的とし
ている埼玉県地球温暖化対策推進条例に基づき、
大気汚染防止の観点から低公害車の導入を進め
ている。

経費

投入コスト

会年職
員等

0人

会年職
員等

自治事務

R4その他職員
従事割合

8,795千円

R3その他職員
従事割合

所属
名称

本事業を実施することによるCO2排出削減推定
量

R3目標 R3実績 R4目標値が未達成の理由・分析

411

マチ
ごと
エコ
タウ
ン推
進課

実施計画ランク

会
計

R3決算額

会年職
員等

0人

- -

目標達成済

事業達成に向けての現在の課題及び今
後の課題解決に向けた取り組み

事業自体が貢献する項目

①2台

R4目標値が未達成の理由・分析

R4実績

電気自動車市場が発展途上であるため、
現場等のニーズに合った車両が乏しい。
市場の動向を見つつ、適切な車両選びに
努める。

R4その他職員
従事割合

9.38% 9.38%

温室効果ガスの排出量を
抑え環境に寄与した。会年職

員等

7 エネルギーをみんなに
そしてクリーンに

R3目標

0.2人

事業の種別

評価及び次年度以降に向けた課題・取り組みなど

総合
評価

現状の課題
評価
理由

事業達成に向けての現在の課題及び今
後の課題解決に向けた取り組み

予算の範囲内で効率的に低公
害車の導入を進めた。

R3実績

R5目標

98.5%

98.5%

98.5%

98.5%
①5台

②136台

③98.5％

成果指標

目標設定の考え方・根拠

公用車の低公害車への入替えが100％となるまでは、
新車の更新を定期的に行うことが必要である。

0人

R4年度に改善した点指標名

特になし

A

次世代型自動車の導入も一部行っている
が、充電設備への投資の点で方向性を見
極めるため情報収集は引き続き行う。

目標達成済

R4目標 R4実績

98.0%

7,473千円

R4決算額（見
込み）

①導入台数

②導入実績

③導入率

低公害車導入率

活動実績(R4)



SDGsへの貢献
(最大3つ)

成果

事務事業名称 事業概要（全体）

計画
コード

経費

投入コスト

所属
名称 会

計
事業自体が貢献する項目

評価及び次年度以降に向けた課題・取り組みなど

総合
評価

現状の課題
評価
理由

成果指標活動実績(R4)

R3予算現額 項目名

0千円

R4予算現額

1,416千円

R3正規職員
人件費

0.00 人 実績

0千円 どのように貢献したか

R4正規職員
人件費

0.58 人 評価者

～ 4,641千円 管財担当参事　高橋　国弘

R3予算現額 項目名

0千円

R4予算現額

7,865千円

R3正規職員
人件費

0.00 人 実績

0千円 どのように貢献したか

R4正規職員
人件費

0.26 人 評価者

～ 2,081千円 防犯交通安全課長　　足立　啓

R3予算現額 項目名

64,713千円

R4予算現額

64,757千円

R3正規職員
人件費

2.66 人 実績

21,227千円 どのように貢献したか

R4正規職員
人件費

1.14 人 評価者

～ 9,122千円
マチごとエコタウン推進課長　齋
藤　伸宏

市域の再エネ設備の総出力は
成果目標を達成している。
公共施設の環境にやさしい電力
調達についても㈱ところざわ未
来電力からCO2排出係数の低い
電力供給を受けることで電力使
用の脱炭素化を図るとともに、地
産地消によるエネルギーの効率
的利用の推進を図った。契約施
設数では、高圧公共施設が107
件、低圧公共施設が350件と指
定管理施設も含め切替が進んで
いることが窺える。
「RE100の日」については、昨年
度に引き続き実施し、市民等へ
の再エネ利用の普及啓発効果を
高めた。

R3その他職員
従事割合

会年職
員等

0人

R5目標

13 気候変動に具体的な
対策を

会年職
員等

0人

40.1MW

CO2排出係数の低い㈱と
ころざわ未来電力から電
力を調達することで、市の
施設から排出される電力
由来のCO2を大幅に削減
した。

ＬＥＤ照明にしたことで二
酸化炭素の排出量及び消
費電力量の削減が図れ
た。

Ａ

41MW

目標達成済

42.5MW

64,551千円 ①電力調達方針に基づき公
共施設における環境にやさし
い電力の利用推進

②市域における再エネ普及
推進

③所沢版RE100の推進

市域における再生可能エネルギー設備の総出
力

再生可能エネルギーの普及推進の中でも再生
可能エネルギー設備の普及推進は脱炭素社会
の構築に向けた最も重要な取組みの一つである
ため、所沢市マチごとエコタウン推進計画の目標
指標ともなっている、設備の総出力を指標とす
る。

①高圧施設107件、低圧施設
350件でCO2排出係数の低い
電力を調達した。
②市民向け出前講座や市民
フェス等イベントで化石燃料
に依存しない電力への切替
の重要性を周知した。
③本庁舎を含む17の施設で、
毎月25日に「RE100の日」を
実施した。

R4目標

会年職
員等

目標設定の考え方・根拠

R3目標 R3実績

7 エネルギーをみんなに
そしてクリーンに

市域に太陽光発電設備の更なる普及を図
るため、初期費用ゼロ円太陽光の活用を
推進する補助金制度を令和5年度から新
たに開始できるよう制度設計・要綱改正を
行った。

11 住み続けられるまちづ
くりを

64,610千円

R3決算額

会年職
員等

0人

R5目標

Ｓ

C

　公務による市内シェアサイクル
ステーション活用をインフォメー
ショを通じて利用促進している
が、公務におけるシェアサイクル
利用数は伸び悩んだ。
　今後は実証実験の検証を進め
る。

R4年度に改善した点

R4年度に改善した点
13 気候変動に具体的な

対策を
0千円

①LED照明灯に改修した施設
数

R4目標値が未達成の理由・分析

412
管財
課

実施計画ランク 事業の種別

一
般

優先 自治事務

公務におけるシェア
サイクルの活用実証
実験事業

根拠法令

なし

事業の目的及び具体的な内容

ゼロカーボンシティ実現に向けた取組の一環とし
て、電動アシスト付き自転車の利点を活かし、公用
車に替わるシェアサイクル活用の可能性について
検証する。

期間

R4

412

マチ
ごと
エコ
タウ
ン推
進課

実施計画ランク 事業の種別

一
般

最優先 自治事務

再生可能エネルギー
普及推進事業

根拠法令

R4実績

R4その他職員
従事割合

41.3MW 43.1MW

R4決算額（見
込み）

0人

R5目標

-

事業の目的及び具体的な内容

　市が率先して環境にやさしい電力を利用するなど、再
生可能エネルギーの普及推進を図ることにより、市域に
おける温室効果ガス排出量の削減につなげていくもので
ある。
【主な取組】
・メガソーラー所沢、フロートソーラー所沢の運営
・小中学校屋根貸し太陽光発電事業
・公共施設における環境にやさしい電力の利用推進
・再生可能エネルギーの普及推進
・所沢版RE100の取組み
毎月特定の1日を「RE100の日」とし、その日の使用電力
を再生可能エネルギー100％にすることで、再生可能エ
ネルギーの普及啓発を図る。

期間

H30

412

防犯
交通
安全
課

実施計画ランク 事業の種別

一
般

最優先 自治事務

市営自転車駐車場
照明灯ＬＥＤ化整備
事業

根拠法令

所沢市自転車駐車場条例

事業の目的及び具体的な内容

　市営自転車駐車場に設置されている経年劣化し
た既存照明灯をＬＥＤ照明灯に改修するものであ
る。
　これにより、二酸化炭素の排出量及び消費電力
量の削減が見込まれ、本市が掲げるゼロカーボン
シティの実現に寄与するものである。

期間

R4 R8

14施設

会年職
員等

0人

- -

目標回数は、本庁舎管財課自動車管理事務所
で貸出を行った過去5年の公用自転車の利用実
績から想定したものであった。市内75ヶ所に設置
されているシェアサイクルステーションからの利
用については、現在検証を進めている。

13施設の予定であったが14施設
改修できた。
　改修により、二酸化炭素の排
出量及び消費電力量の削減が
見込まれ、本市が掲げるゼロ
カーボンシティの実現に大きく寄
与できた。

会年職
員等

0人

- -
事業達成に向けての現在の課題及び今
後の課題解決に向けた取り組み

①14施設

R4目標 R4実績

灯具の金額が高騰していることから灯具
のデザイン重視ではなく照度を重視して改
修していく。

R3決算額 指標名 目標設定の考え方・根拠

R3目標 R3実績 R4目標値が未達成の理由・分析

2施設

R4その他職員
従事割合

目標達成済

R3その他職員
従事割合

R4年度に改善した点

事業達成に向けての現在の課題及び今
後の課題解決に向けた取り組み

市内の太陽光発電設備の更なる普及及
び環境にやさしい電力の利用促進を図る
ため、㈱ところざわ未来電力と連携し、再
エネ設備の導入促進策の検討や市民・事
業者への電力切替を推進していく。

指標名

既存照明灯をＬＥＤ照明灯に改修した施設数
事業初年度である令和4年度は水銀灯を設置してい
る施設を行い、令和5年目から8年度は駅単位で改修
していく。 交換する灯具を見直し、改修費用を抑え

た。

R4決算額（見
込み）

6,919千円

42千円

R3その他職員
従事割合

事業達成に向けての現在の課題及び今
後の課題解決に向けた取り組み

①30所属

②43枚

③126回

R4目標 R4実績

R3決算額 指標名 目標設定の考え方・根拠

R3目標

480回

13施設

利用を継続希望する所属に関しては、各
所属での予算措置が適当と思われる。

R4その他職員
従事割合

3,200回（8月～3月：
400回/月）

126回

ゼロカーボンシティ実現に
向けた取組

7 エネルギーをみんなに
そしてクリーンに

0千円

①利用申請所属数

②ICカード発行枚数

③利用回数

公務におけるシェアサイクルの活用実証
公用車に替わる移動手段としての活用の可能性を利
用回数を基に検証することが必要である。

特になし

R4決算額（見
込み）

R3実績 R4目標値が未達成の理由・分析



SDGsへの貢献
(最大3つ)

成果

事務事業名称 事業概要（全体）

計画
コード

経費

投入コスト

所属
名称 会

計
事業自体が貢献する項目

評価及び次年度以降に向けた課題・取り組みなど

総合
評価

現状の課題
評価
理由

成果指標活動実績(R4)

R3予算現額 項目名

0千円

R4予算現額

23,672千円

R3正規職員
人件費

0.00 人 実績

0千円 どのように貢献したか

R4正規職員
人件費

0.30 人 評価者

～ 2,401千円 建設総務課長　奈良　信和

R3予算現額 項目名

0千円

R4予算現額

21,340千円

R3正規職員
人件費

0.00 人 実績

0千円 どのように貢献したか

R4正規職員
人件費

0.35 人 評価者

～ 2,801千円 教育施設課長　遠山　秀仁

R3予算現額 項目名

0千円

R4予算現額

6,615千円

R3正規職員
人件費

0.00 人 実績

0千円 どのように貢献したか

R4正規職員
人件費

0.08 人 評価者

～ 640千円 社会教育担当参事　糟谷　苗美

412
教育
施設
課

実施計画ランク 事業の種別

一
般

最優先 自治事務

学校施設太陽光発
電設備設置事業

根拠法令

-

事業の目的及び具体的な内容

令和2年11月にゼロカーボンシティを宣言し、学校
施設においても温室効果ガスの排出量の削減に向
けて、省エネルギー化や再生可能エネルギーの活
用を進めていく必要がある。
　こうした状況を踏まえ、屋上防水改修工事を実施
する学校に速やかに太陽光発電設備を設置するこ
とにより、再生可能エネルギーの活用の推進を図る
ものである。

期間

R4 R5

社会
教育
課

実施計画ランク 事業の種別

一
般

最優先 自治事務

小手指公民館太陽
光発電設備設置事
業

根拠法令

社会教育法、所沢市立公民館設置及び管理条例、
所沢市立公民館設置及び管理条例施行規則

事業の目的及び具体的な内容

令和2年11月のゼロカーボンシティ宣言に基づき、
一層の再生可能エネルギーの導入及び低炭素化
を推進している。その一環として、災害時に現地対
策支部となる､まちづくりセンター（公民館）におい
て、今回、短期予防保全計画による屋上防水シート
改修に合わせ、太陽光発電設備の設置を行うこと
により、平常時の再生可能エネルギー活用及び災
害時における非常用電源の確保を図るものであ
る。期間

R4

412
建設
総務
課

実施計画ランク 事業の種別

一
般

優先 自治事務

道路照明灯（デザイ
ン灯）ＬＥＤ化整備事
業

根拠法令

所沢市道路照明灯設置基準

事業の目的及び具体的な内容

　平成27年に実施した道路照明灯ＬＥＤ化事業によ
り、令和5年3月末時点で95.6％をＬＥＤ化している。
しかし、景観に配慮したデザイン灯は水銀灯等を使
用しており、ＬＥＤ化事業の対象外としたためＬＥＤ
化していないため、令和2年12月末以降、水銀灯の
製造、輸入の禁止を受けＬＥＤ灯に改修するもので
ある。
　これにより、使用電力量及び維持管理費を削減
し、また、照度が高くなることにより、歩行者、自転
車及び車両の夜間交通の安全確保及びより快適な
道路利用を図るものである。

期間

R4 R7

R3決算額 指標名

412

R3決算額 指標名 目標設定の考え方・根拠

R3決算額 指標名 目標設定の考え方・根拠

目標設定の考え方・根拠
4 質の高い教育をみんな

に
0千円

①設計実施件数
設計の進捗率

R4決算額（見
込み）

太陽光発電設備を屋上に設置するために必要な設計
図書の作成を進捗率の指標とする。

特になし。

会年職
員等

0人

なし なし

目標達成済

A

事業の目標達成に向けて、遅延
なく成果が得られている。

事業達成に向けての現在の課題及び今
後の課題解決に向けた取り組み

①6,615,000円

②5,500,000円

R4目標

R4決算額（見
込み）

100.0%

会年職
員等

R4目標 R4実績

R5目標

R3実績 R4目標値が未達成の理由・分析

95.0%

R3目標 R3実績 R4目標値が未達成の理由・分析

100.0%

100.0%

R3その他職員
従事割合

18,700千円

R4年度に改善した点

会年職
員等

83.1%

再生可能エネルギーの活
用の推進を図った。会年職

員等
0人

R5目標

R3目標

0人

－ －

目標達成済

事業達成に向けての現在の課題及び今
後の課題解決に向けた取り組み

　R4　2校
　R5　1校

0人

Ａ

太陽光発電の設置により、再生
可能エネルギー活用及び非常時
電源の確保が可能となる。この
ことは、市が目指しているゼロ
カーボンシティ宣言の推進につ
ながる。

R4年度に改善した点
7 エネルギーをみんなに

そしてクリーンに
0千円

①設計委託料予算額

②設計委託料決算額

設計委託料予算の執行率

執行率の低さを目標とすることは、予算の抑制
に繋がる。低すぎる場合は予算額の設定が高い
ことになり、今後の予算の組み立てを考える上で
の問題提起の要素の一つとなる。 特になし

学校や他工事との調整を図りながら、事
業を進めていく。

R4その他職員
従事割合

再生可能エネルギーの活
用の推進を図った。

R4実績

工事の進捗を図るとともに、補助金の交付
を検討する。

R4その他職員
従事割合

95.0%

5,500千円

R3その他職員
従事割合

7 エネルギーをみんなに
そしてクリーンに

0千円

①対象灯数を再確認し、営繕
課へ工事施工依頼をする

②完了検査日

使用電力量の削減量
　　（水銀灯の使用電力量
　　　　　　－LED灯へ改修後の使用電力量）

使用電力量の削減を当該事業の効果のひとつとして
いることから指標とする。

-

R4決算額（見
込み） 11 住み続けられるまちづ

くりを
21,779千円

13 気候変動に具体的な
対策を

会年職
員等

0人

-
事業達成に向けての現在の課題及び今
後の課題解決に向けた取り組み

①令和４年４月７日

②令和４年１０月４日

R3目標 R3実績 R4目標値が未達成の理由・分析

63192　kＷｈ

R3その他職員
従事割合

水銀灯からLED灯へ改修
したことにより、使用電力
量を約34％削減できた。会年職

員等
0人

R5目標

A

　LED化したことにより、使用電
力量が減少して環境への負担が
軽減され、また、照度が高くなっ
たことにより、ロータリー利用者
の快適な利用を図ることができ
た。

R4年度に改善した点

R4目標 R4実績

令和５年度から７年度にも、デザイン灯の
LED化を計画しており、予算の範囲内で改
修を実施していく。

R4その他職員
従事割合

50432　kＷｈ 50432　kＷｈ

-

目標達成済



SDGsへの貢献
(最大3つ)

成果

事務事業名称 事業概要（全体）

計画
コード

経費

投入コスト

所属
名称 会

計
事業自体が貢献する項目

評価及び次年度以降に向けた課題・取り組みなど

総合
評価

現状の課題
評価
理由

成果指標活動実績(R4)

R3予算現額 項目名

6,312千円

R4予算現額

6,312千円

R3正規職員
人件費

0.02 人 実績

160千円 どのように貢献したか

R4正規職員
人件費

0.07 人 評価者

～ 560千円 スポーツ振興課長　三上　佳明

R3予算現額 項目名

378,763千円

R4予算現額

288,308千円

R3正規職員
人件費

1.59 人 実績

12,688千円 どのように貢献したか

R4正規職員
人件費

1.71 人 評価者

～ 13,683千円 道路建設課長　岡村章一

R3予算現額 項目名

2,752千円

R4予算現額

3,479千円

R3正規職員
人件費

1.77 人 実績

14,125千円 どのように貢献したか

R4正規職員
人件費

1.95 人 評価者

～ 15,604千円 みどり自然課長　加賀屋　浩介

422
みど
り自
然課

実施計画ランク 事業の種別

一
般

重要 自治事務

ふるさとのみどり啓
発事業

根拠法令

ふるさと所沢のみどりを守り育てる条例、所沢市緑
の基金条例

事業の目的及び具体的な内容

本市のブランドである豊かなみどりの保全に対する
市民の理解と意識の向上を図るため、「みどりのふ
れあいウォーク」を開催する。また、イベントの際に
緑の募金運動を実施し、参加者から寄附金を募る。
さらに、夏場の省エネの推進に向け「みどりのカー
テン」を市民に広く実施してもらうため、朝顔とゴー
ヤの種子袋を配布するとともに、みどりのカーテン
コンテストを開催する。

期間

H18

412

ス
ポー
ツ振
興課

実施計画ランク 事業の種別

一
般

重要 自治事務

所沢市民体育館等
LED化整備事業

根拠法令

スポーツ基本法、所沢市体育施設設置及び管理条
例

事業の目的及び具体的な内容

所沢市民体育館、地区体育館の照明として水銀灯
が使用されていたが、LED化することで照度を上
げ、利用者の利便性を図ると共にCO₂排出量の削
減及び光熱費等維持管理の縮減を図った。

期間

H30 R11

413
道路
建設
課

実施計画ランク 事業の種別

一
般

最優先 自治事務

所沢市総合治水対
策事業（清柳橋改築
事業）

根拠法令

道路法、河川法、土地収用法

事業の目的及び具体的な内容

　本市を流域に持つ柳瀬川については、埼玉県が
河川整備を進めている。しかし、東川との合流点前
後区間は、所沢市と清瀬市が管理者である清柳橋
が妨げとなり、これまで進めてきた柳瀬川と東川の
河川整備の効果が十分に発揮できない状況であ
る。
　このため、今後の浸水被害の軽減を図るために、
道路管理者である所沢市と清瀬市及び河川管理者
である埼玉県とともに当該橋りょうの改築を進める
とともに、接続する市道1－900号線の道路改良工
事に取り組むものである。

期間

H30 R7

2,000人

R3その他職員
従事割合

R3目標 R4目標値が未達成の理由・分析

2,000人

R3決算額 指標名

R3実績

R4決算額（見
込み）

R4実績

R4その他職員
従事割合

2,000人 1,363人

R4実績

70.0%

100.0% 100.0%

0人

新型コロナウイルス感染症の感染防止を図るた
め、イベントの規模を縮小して実施したことに加
え、大勢が参加するイベントへの抵抗感から参
加者数が伸びなかったものと思われる。

103.3%

目標達成済

①令和3年6月30日着工
   令和4年9月21日完了

②令和4年7月15日着工
　 令和5年3月30日完了

③令和4年8月23日着工
　 令和5年3月30日完了
　　計画延長278.961m
　　実施延長36.9m

R4その他職員
従事割合

70.0%

R4目標 R4実績

①20,756,506円

②29,086,967円

③

R4目標

R3決算額 指標名

成果指標の目標を達成してい
る。

B

みどりのふれあいウォークにつ
いては、新型コロナウイルスの
影響が残っていた時期でありな
がら、規模を縮小したうえで開催
することができた。また、参加者
数も目標には届かなかったが、
1,000名を超える規模となった。

R4年度に改善した点
3 すべての人に健康と福

祉を
1,374千円

①みどりのカーテンコンテスト
応募数

②啓発用種子袋の配布数

③みどりのふれあいウォーク
参加人数

みどりのふれあいウォーク参加人数

ふるさとみどりの啓発事業の中で、最も大きく、又、市
内住民のみならず、西武鉄道沿線等の近隣からも参
加する一大イベントとなっているため、参加人数を指
標とする。なお、令和元年度以降は、実情に即し毎年
2,000人を目標とすることとした。

集合・スタート時等の参加者の集まりやす
い状況において、受付方法を変更する
等、3密を回避する方策を実施した。

目標設定の考え方・根拠

R3目標 R3実績 R4目標値が未達成の理由・分析

100.0%

R4目標

目標設定の考え方・根拠

13 気候変動に具体的な
対策を

3,210千円

R3その他職員
従事割合

15 陸の豊かさも守ろう

会年職
員等

0人

今後のウォーク開催にあたっては、共同開
催者をはじめ関連団体と協議しながら、コ
ロナ以前の規模での開催に向けた検討を
行う必要がある。

みどりのふれあいウォーク
やみどりのカーテンコンテ
ストを通じて、健康管理や
緑の創出・意識醸成に寄
与した。

会年職
員等

0人

R5目標

事業達成に向けての現在の課題及び今
後の課題解決に向けた取り組み

①28件

②8,000袋

③1,363人

今後もCO2排出量の削減及び光熱費等維
持管理の縮減を図っていく。

R3決算額 指標名 目標設定の考え方・根拠

R3目標 R3実績 R4目標値が未達成の理由・分析

R4年度に改善した点
13 気候変動に具体的な

対策を
236,866千円

①清柳橋上部工事（継続費）

②取付道路工事

③市道1-900号線改良舗装
工事（改良整備延長）

埼玉県、清瀬市と共同で行う橋りょう改築と合わ
せて接続する周辺道路整備に係る工事計画に
対する進捗率。

橋りょうの改築にあたり、各年度で計画した業務
がどれくらい進捗できたかで評価する。

特になし

R4決算額（見
込み）

277,334千円

R3その他職員
従事割合

会年職
員等

0人

100.0% 68.3%
事業達成に向けての現在の課題及び今
後の課題解決に向けた取り組み

橋りょう改築を共同で進める埼玉県及び
清瀬市と綿密に協議するとともに調整を図
り、工事を滞りなく進めていく。

R4その他職員
従事割合 浸水被害の軽減を図り、

気候関連災害や自然災害
に対する強靱性及び適応
の能力を強化することを
図った。

会年職
員等

0人

R5目標

A

LED化したことで照度が上がり、
市民が安全にスポーツを楽しめ
る環境整備と同時に省電力化に
よる環境配慮を促進した。

R4年度に改善した点
7 エネルギーをみんなに

そしてクリーンに
6,312千円

①市民体育館R3年度年間電
気料

②市民体育館R4年度年間電
気料

③

電気料削減比率
（当年電気料÷工事前年電気料×100）
市民体育館30年度年間電気料28,145,180円

照明灯をLED化することで、電気料は50％以上
の削減が見込めるところではあるが、設置個所
のみの電気料が算出できず、館（市民体育館と
総合運動場）全体となってしまうため、そのことを
考慮し、70％とした。

不必要な電気を使用しないように、こまめ
にスイッチを切る等を徹底した。

R4決算額（見
込み）

6,312千円

会年職
員等

0人

70.0% 73.7%

世界的な燃料価格の高騰による、電気料金の値
上げが大きく影響している。また、令和4年度か
ら徐々に利用率が回復してきたことに伴い、利用
時の冷暖房利用が増えたことも要因の一つであ
る。

事業達成に向けての現在の課題及び今
後の課題解決に向けた取り組み

利用者の利便性を図り、Ｃ
Ｏ２排出量の削減及び光
熱費等維持管理の縮減に

貢献した。
会年職
員等

0人

R5目標

B



SDGsへの貢献
(最大3つ)

成果

事務事業名称 事業概要（全体）

計画
コード

経費

投入コスト

所属
名称 会

計
事業自体が貢献する項目

評価及び次年度以降に向けた課題・取り組みなど

総合
評価

現状の課題
評価
理由

成果指標活動実績(R4)

R3予算現額 項目名

6,473千円

R4予算現額

8,240千円

R3正規職員
人件費

0.92 人 実績

7,342千円 どのように貢献したか

R4正規職員
人件費

0.85 人 評価者

～ 6,802千円 みどり自然課長　加賀屋　浩介

R3予算現額 項目名

425千円

R4予算現額

425千円

R3正規職員
人件費

1.18 人 実績

9,416千円 どのように貢献したか

R4正規職員
人件費

1.10 人 評価者

～ 8,802千円 みどり自然課長　加賀屋　浩介

R3予算現額 項目名

91,818千円

R4予算現額

123,265千円

R3正規職員
人件費

2.33 人 実績

18,593千円 どのように貢献したか

R4正規職員
人件費

2.15 人 評価者

～ 17,204千円 みどり自然課長　加賀屋　浩介

423
みど
り自
然課

実施計画ランク 事業の種別

一
般

優先 自治事務

みどりの基本計画推
進事業

根拠法令

都市緑地法、生物多様性基本法、ふるさと所沢の
みどりを守り育てる条例

事業の目的及び具体的な内容

「所沢市みどりの審議会」において、みどりの基本
計画に基づく施策や事業の進行管理を行うことによ
り、みどりの保全や創出に係る事業の推進を図る。

期間

H21

423
みど
り自
然課

実施計画ランク 事業の種別

一
般

重要 自治事務

緑地管理整備推進
事業

根拠法令

ふるさと所沢のみどりを守り育てる条例、所沢市市
民の森設置要綱、所沢市市民緑地設置要綱

事業の目的及び具体的な内容

地域制緑地を指定した緑地（市民の森等）や、市の
買い入れや寄附によって取得した緑地の自然環境
や植生、景観を将来に引き継ぐため、高木の剪定、
不良木の伐採、除草等、適切な維持管理を行う。ま
た、市民が安全にみどりと触れ合う場を提供するた
め、市民に公開している緑地の園内柵や外周柵の
修繕等を行う。

期間

H6

422
みど
り自
然課

実施計画ランク 事業の種別

一
般

優先 自治事務

みどりのパートナー
活動推進事業

根拠法令

所沢市みどりのパートナー活動実施要綱、所沢市みどり
のパートナー活動支援事業補助金交付要綱

事業の目的及び具体的な内容

本市のみどりをより豊かにする市民活動を推進す
るため、みどりの保全及び緑化の推進に関して自
発的かつ実践的な活動を行う個人又は団体を「み
どりのパートナー」として登録し、このパートナーに
対して情報の提供や緑化資材の助成等、育成・支
援等を行う。

期間

H24 1,415人

R3その他職員
従事割合

R3決算額

7,486千円

指標名 目標設定の考え方・根拠

R3目標 R3実績

Ｓ

目標は達成している。
引き続き、みどりの基本計画の
方針に基づき、地権者の理解を
得ながら地域制緑地の指定、及
び拡大を推進する。加えて、新
規の指定対象についても検討し
ていく。
また、みどりの審議会において、
みどりの基本計画に基づく施策
や事業の進捗管理を行うことに
より、みどりの保全や創出に係る
施策や事業の推進、展開を図
る。

事業達成に向けての現在の課題及び今
後の課題解決に向けた取り組み

①21.81ha

②20.83ha

③1ha

R4目標 R4実績

緑地の管理には、剪定作業や枯損木等の
伐採作業が必要不可欠であることから、
増加し続ける管理地の維持のため、適切
な予算額の確保と造園会社の育成に努め
ていくものとする。

R4その他職員
従事割合

37ha 43.64ha
緑地の管理・整備を通じ
て、地球温暖化防止等の
森林の公益的機能の発揮
に寄与した。

会年職
員等

0人

R5目標

37ha

R4目標 R4実績

みどりの基本計画の方針を踏まえながら、
地域制緑地の新たな候補地について検討
を進めていく。

R4その他職員
従事割合

緑地の保全、創出を通じ
て、　自然環境や気候変
動への貢献、良好な住環
境の創出を行った。

会年職
員等

R4目標値が未達成の理由・分析

管理の必要な緑地は毎年増加し
ているものの、特に緊急性の高
い箇所から順番に管理を実施す
るなど、効率的な保全管理を図
ることで目標を達成することがで
きた。

R4年度に改善した点
11 住み続けられるまちづ

くりを
86,657千円 ①業者委託による剪定・伐採

等の管理

②みどりのパートナーによる
除草・清掃等の管理

③市民参加による保全管理
作業

管理作業実施面積
業者委託による剪定・伐採等の管理面積＋みどりの
パートナーによる除草・清掃等の管理面積＋市民参
加による保全緑地管理作業面積を指標とする。

樹林地内でナラ枯れが拡大するおそれが
あったことから、ナラ枯れ木を発見した際
の対応を造園会社と共有し、早急に手を
打つことができた。

R4決算額（見
込み） 13 気候変動に具体的な

対策を
116,181千円

R3その他職員
従事割合

15 陸の豊かさも守ろう

会年職
員等

0人

37ha 40.71ha

達成

R3決算額 指標名 目標設定の考え方・根拠

R3目標 R3実績 R4目標値が未達成の理由・分析

Ｓ

R4年度に改善した点
11 住み続けられるまちづ

くりを
155千円 ①みどりの審議会の開催回

数

②みどりの基本計画の施策
の進捗状況の審議回数

③生物多様性ところざわ戦略
の施策の進捗状況の審議回
数

地域制緑地の指定件数（指定の拡大も含む）
みどりの保全には、土地所有者の協力のもと、土地利
用に一定の制限を加える地域制緑地の指定が効果
的なことから、指定件数を指標とした。

令和3年度は新型コロナウイルス感染症
の感染拡大により、やむを得ず書面会議
により審議会を開催したが、感染防止対
策を十分に行うことで、対面によりみどり
の審議会を開催することができた。

R4決算額（見
込み） 13 気候変動に具体的な

対策を
105千円

R3その他職員
従事割合

15 陸の豊かさも守ろう

会年職
員等

0人

6 8

達成

事業達成に向けての現在の課題及び今
後の課題解決に向けた取り組み

①1回

②1回

③1回
0人

R3決算額 指標名 目標設定の考え方・根拠

11

9 10

R5目標

登録者数の目標は達成はしているもの
の、高齢化が進んでおり、活動の継続が
困難な団体も出てきている。今後の講習
では、世代交代に関するテーマも取り上
げ、後継者を育てる取組の手法などを通じ
て、参加者の認識を促していく。

R4その他職員
従事割合

1,410人
講座を通じた環境教育の
実施、官民のパートナー
シップによるみどりの保全
と創出を通じた自然環境
の確保を行った。

会年職
員等

R5目標

Ｓ

R3目標

目標は達成している。
緑化活動を行うパートナーに対
して、草花の知識習得のため、
緑化講座を開催した。
保全に係るパートナーに対して
は、基礎的知識や技術を高める
ため、3年1サイクルで習得を図
る育成講座を開催している。受
講者から高評価をいただいてお
り、令和3年度は3巡目となる初
級講座、令和4年度は中級講座
を実施した。令和5年度は里山管
理指導員派遣を行い、みどりの
パートナー団体が活動する現地
に赴き、実地に即した指導を行う
予定である。

R3実績

R4年度に改善した点

R4目標値が未達成の理由・分析

1,517人

0人

13 気候変動に具体的な
対策を

6,240千円

①講座の開催回数

②パートナー登録団体数

③みどりのパートナー活動補
助金

みどりのパートナー登録者数
みどりのパートナー登録者の増加が、みどりの保全及
び創出につながることから、登録者数を指標とする。 新型コロナウイルス感染症の感染対策と

して、講師・受講者の体調確認や手指の
消毒等を実施した上で、事業を実施した。

R4決算額（見
込み）

15 陸の豊かさも守ろう

17 パートナーシップで目
標を達成しよう

会年職
員等

0人

1,405人 1,501人

達成

事業達成に向けての現在の課題及び今
後の課題解決に向けた取り組み

①7回

②60団体

③4,334千円

R4目標 R4実績



SDGsへの貢献
(最大3つ)

成果

事務事業名称 事業概要（全体）

計画
コード

経費

投入コスト

所属
名称 会

計
事業自体が貢献する項目

評価及び次年度以降に向けた課題・取り組みなど

総合
評価

現状の課題
評価
理由

成果指標活動実績(R4)

R3予算現額 項目名

68,030千円

R4予算現額

59,161千円

R3正規職員
人件費

1.48 人 実績

11,810千円 どのように貢献したか

R4正規職員
人件費

1.50 人 評価者

～ 12,003千円 みどり自然課長　加賀屋　浩介

R3予算現額 項目名

3,469千円

R4予算現額

3,368千円

R3正規職員
人件費

0.83 人 実績

6,623千円 どのように貢献したか

R4正規職員
人件費

0.90 人 評価者

～ 7,202千円 みどり自然課長　加賀屋　浩介

R3予算現額 項目名

855千円

R4予算現額

960千円

R3正規職員
人件費

0.78 人 実績

6,224千円 どのように貢献したか

R4正規職員
人件費

0.75 人 評価者

～ 6,002千円 みどり自然課長　加賀屋　浩介

423
みど
り自
然課

実施計画ランク 事業の種別

一
般

重要 自治事務

グリーンカーペット促
進事業

根拠法令

ふるさと所沢のみどりを守り育てる条例

事業の目的及び具体的な内容

公共施設を率先して緑化し、暑さ抑制を図ると共
に、「まちなかのみどり」を積極的に創出していくた
め、子どもたちが多くの時間を過ごしている園庭・校
庭の一部を芝生化するものである。

期間

H30

423
みど
り自
然課

実施計画ランク 事業の種別

一
般

最優先 自治事務

里山保全地域等指
定整備事業

根拠法令

都市緑地法、ふるさと所沢のみどりを守り育てる条
例、ふるさと所沢の緑地の寄附に関する要綱

事業の目的及び具体的な内容

市内に残された貴重な緑地を保全し未来のこども
たちにふるさと所沢のみどりを継承するため、緑地
保全制度の指定を行うとともに、適切に管理するた
めの方針となる保全管理計画を策定する。また、相
続や開発等により消失の恐れがある緑地につい
て、土地の取得（寄附受入を含む）により、公有地
化を行う。

期間

H24

423
みど
り自
然課

実施計画ランク 事業の種別

一
般

重要 自治事務

保存樹木等指定促
進事業

根拠法令

ふるさと所沢のみどりを守り育てる条例、所沢市保
存樹木等支援事業補助金交付要綱

事業の目的及び具体的な内容

市街地やその周辺のみどりの永続的な保全を図る
ため、保存樹木等に対する損害賠償責任保険への
加入や保全管理費用の助成による所有者への支
援を行う。また、保存樹木等の指定制度について市
民に周知し、新たな保存樹木等の指定を行うととも
に、市民の保存樹木等の保全に対する関心を高め
る。

期間

H27

R4目標

R3決算額 指標名 目標設定の考え方・根拠

R3目標 R3実績 R4目標値が未達成の理由・分析

95ha

50 29

R3その他職員
従事割合

50㎡ 63㎡

R4その他職員
従事割合

90ha

50

0人

R5目標

Ｓ

目標は達成しているが、保育園
の園庭は芝生を良好な状態で維
持管理することが非常に難しい
ことから、令和5年度以降も、保
育園園庭における芝生の維持管
理方法について、検証を重ねる
予定である。

11 住み続けられるまちづ
くりを

事業達成に向けての現在の課題及び今
後の課題解決に向けた取り組み

①4園

R4目標

指標名 R4年度に改善した点

839千円

①芝生維持管理実施園数
芝生の維持割合

芝生化した園庭の面積（451㎡）のうち、良好な状態で
維持管理できた面積の割合を目標とした。
（令和3年度までは、芝生化した面積を指標としていた
が、芝生の管理が非常に難しいことから、新規の芝生
化は実施せず、既存の芝生の維持管理により管理手
法の検証をすることとしたもの。）

芝生を維持管理するための取り組みとし
て、必要に応じて、給水設備を設置した。

R4決算額（見
込み）

目標設定の考え方・根拠

R3目標 R3実績 R4目標値が未達成の理由・分析

93%

会年職
員等

達成

R4実績

適用範囲（市街化区域及びその周辺区域）が狭
く、対象となる樹木が限られ、新規登録が難し
い。また、現在指定されている樹木も、所有者の
高齢化等により維持管理が困難となり、解除す
る指定木もある。

R4実績

R3決算額

R4その他職員
従事割合

会年職
員等

0人

R5目標

50 30
事業達成に向けての現在の課題及び今
後の課題解決に向けた取り組み

①6件

②5件

③0件

C

補助金制度は、所有者から一定
の評価は得ているが、管理には
補助対象外の経費も伴う。この
ため管理に伴う所有者負担が大
きいことなどから、指定登録予定
数に至らないばかりでなく、登録
が解除され、伐採される場合が
ある。

指標名 目標設定の考え方・根拠

R3目標 R3実績 R4目標値が未達成の理由・分析

市街地にある、指定が掛かっていない樹
木の調査を行い、保存樹木制度について
更なる周知を図り、新規発掘に努める。

R4年度に改善した点

13 気候変動に具体的な
対策を

913千円

R3その他職員
従事割合

15 陸の豊かさも守ろう

会年職
員等

0人

芝生の適切な維持管理には専門的な技
術、知見が必要となるため、保育園園庭に
おける芝生の維持管理方法について、引
き続き、検証を重ねていく。

R4その他職員
従事割合

90% 92%
園庭の芝生化により、ヒー
トアイランド現象の緩和と
住みやすいまちづくりに貢
献した。

13 気候変動に具体的な
対策を

749千円

①保存樹木管理の補助件数

②保存樹林管理の補助件数

③ふるさとの樹管理の補助件
数

ふるさとの樹の指定本数
本事業中、最も希少価値の高い、ふるさとの樹の本数
を指標とした。 市に業者登録のある造園業者に対し、保

存樹木等の所有者へ支援事業制度の周
知を依頼した。

R4決算額（見
込み）

15 陸の豊かさも守ろう

842千円

R3その他職員
従事割合

保存樹木等管理の補助を
通じて、まちの景観の向上
や生物の生息環境の維持
につながった。

会年職
員等

0人

11 住み続けられるまちづ
くりを

67,275千円

①植生調査

②みどりの公有地化

保全配慮地区における地域制緑地の指定面積
指定面積（平成22年度からの累積（平成29年時点累
積55ha）とし、令和10年度までに110haを目指すもので
ある。）

北岩岡・下富特別緑地保全地区を指定す
るにあたって、関係地権者の同意を得るた
めに丁寧な住民説明と交渉を行った。

R4決算額（見
込み） 13 気候変動に具体的な

対策を
37,451千円

15 陸の豊かさも守ろう

会年職
員等

0人

85ha 96.30ha

達成

事業達成に向けての現在の課題及び今
後の課題解決に向けた取り組み

①165,884㎡

②17,298㎡

R4目標 R4実績

相続等を理由とした緑地売却希望が増加
傾向にあり、それに伴い購入費や維持管
理費も増加するため、予算拡大が必要と
なる。R5目標

目標は達成している。
引き続き、豊かなみどりを守り育
て、未来の子どもたちに継承して
いくため、緑地保全制度の指
定、及び公有地化によるみどり
の保全の取り組みを進める。

R4年度に改善した点

103.38ha

会年職
員等

0人

R3決算額

緑地保全制度の指定や公
有地化により、自然環境
の維持や気候変動の抑
制、良好な住環境の創出
に貢献できた。

Ｓ



SDGsへの貢献
(最大3つ)

成果

事務事業名称 事業概要（全体）

計画
コード

経費

投入コスト

所属
名称 会

計
事業自体が貢献する項目

評価及び次年度以降に向けた課題・取り組みなど

総合
評価

現状の課題
評価
理由

成果指標活動実績(R4)

R3予算現額 項目名

165千円

R4予算現額

297千円

R3正規職員
人件費

0.65 人 実績

5,187千円 どのように貢献したか

R4正規職員
人件費

0.75 人 評価者

～ 6,002千円 みどり自然課長　加賀屋　浩介

R3予算現額 項目名

627千円

R4予算現額

0千円

R3正規職員
人件費

0.50 人 実績

3,990千円 どのように貢献したか

R4正規職員
人件費

0.60 人 評価者

～ 4,801千円 みどり自然課長　加賀屋　浩介

R3予算現額 項目名

5,200千円

R4予算現額

5,200千円

R3正規職員
人件費

0.55 人 実績

4,389千円 どのように貢献したか

R4正規職員
人件費

0.90 人 評価者

～ 7,202千円 みどり自然課長　加賀屋　浩介

423
みど
り自
然課

実施計画ランク 事業の種別

一
般

重要 自治事務

水とみどりがつくる
ネットワーク計画推
進事業

根拠法令

所沢市まち・ひと・しごと創生総合戦略、所沢市みどりの基本計
画、所沢市水とみどりがつくるネットワーク計画

事業の目的及び具体的な内容

水とみどりがつくるネットワーク計画は、水やみどり
とまちのにぎわいや魅力を結ぶ散策路を設定し「人
を中心にしたマチづくり」の実現を目指すものとな
る。関連事業を相互に連携させ、進捗確認を行いな
がら、狭山丘陵と中心市街地、ところざわサクラタウ
ンなどの拠点の連動性を意識した、散策路整備や
魅力発信を推進する。

期間

R2

423
みど
り自
然課

実施計画ランク 事業の種別

一
般

最優先 自治事務

みどりのエコスポット
整備事業

根拠法令

所沢市みどりの基本計画、所沢市マチごとエコタウ
ン推進計画

事業の目的及び具体的な内容

まちなかの低未利用地について、市民の憩いの場
を整備するとともに、みどりの貴重なまちなかでの
動植物の生息、生育地を創出するものである。ま
た、整備により無秩序な開発の抑制、良好なまちな
み景観や生活環境の形成、生物多様性への貢献、
ヒートアイランド現象等の環境負荷の低減、雨水流
出の抑制等が期待できるものである。

期間

R3

423
みど
り自
然課

実施計画ランク 事業の種別

一
般

重要 自治事務

みどりの街並み創出
事業

根拠法令

ふるさと所沢のみどりを守り育てる条例、所沢市緑
の基本計画

事業の目的及び具体的な内容

公共施設に球根を配布し、施設管理者や利用者の
協働による施設緑化を進めるほか、公共施設の新
規整備や改修等にあたり、公共施設ガイドラインに
基づく緑化指導を行い、街中における生物生息空
間の保全・再生・創出を進める。また、市民に花苗
や苗木を配布し、エコロジカルネットワークの形成
やみどりへの意識向上を図る。

期間

H11

R4目標値が未達成の理由・分析

60事業

60事業 93事業

R5目標

R3その他職員
従事割合

60事業 89事業

達成

R3決算額 指標名 目標設定の考え方・根拠

R3目標 R3実績 R4目標値が未達成の理由・分析

13 気候変動に具体的な
対策を

4,997千円

15 陸の豊かさも守ろう

会年職
員等

0人

1箇所 1箇所

達成

事業達成に向けての現在の課題及び今
後の課題解決に向けた取り組み

①4本

②1箇所

R4目標 R4実績

みどりの貴重なまちなか
において、生物の生息・生
育空間の担保と憩いの場
を創出した。

会年職
員等

0人

R5目標

1箇所

R4年度に改善した点
3 すべての人に健康と福

祉を
627千円

①関係課数

②庁内会議開催回数

③当該年度に完了した関連
事業

みどりトコトコ・プロジェクト（関連事業）数

水とみどりがつくるネットワーク計画は、関係課等が横
断的な取り組みを行うことで、ネットワーク構築の実現
を目指すものであることから、進捗管理を行うみどりト
コトコ・プロジェクト（関連事業）数を指標とする。

コロナ状況下においても進捗を滞らせない
よう、みどりトコトコ・プロジェクト会議を開
催し、関係課と情報共有を図った。

R4決算額（見
込み） 11 住み続けられるまちづ

くりを
0千円

R3その他職員
従事割合

会年職
員等

0人

関係事業の進捗を共有
し、自然環境への意識の
醸成やまちの活性化に寄
与した。

会年職
員等

0人

Ｓ

目標は達成している。
事業用地の調査・検討から設
計、整備まで多種の事務を経る
必要があるため、年間を通じて
綿密なスケジュール管理を行
い、目標を達成することができ
た。

R4年度に改善した点
11 住み続けられるまちづ

くりを
4,367千円

①実のなる木の導入

②雨水浸透施設の設置

整備箇所数
事業用地の調査・検討、貸借契約、設計・工事委託、
開設等の事務を経て、年に一箇所の整備を目標とす
る。

民有地ではなく、市有地の低未利用地を
事業用地としたため、地権者交渉等に要
する時間を削減することができた。

事業達成に向けての現在の課題及び今
後の課題解決に向けた取り組み

①17課

②1回

③8事業

Ｓ

目標は達成している。
関係事業の進捗管理を行うた
め、引き続き、みどりトコトコ・プロ
ジェクト会議を定期開催し、関係
各課から意見を聴取し、事業間
の連携強化に努める。

R4目標 R4実績

短期事業（1～2年内の実施事業）がある
ため、関連事業は年々減少していく。この
ため、新規事業の中から計画に密接に関
連する事業を分かりやすく吸い上げる手
法を構築する必要がある。

R4その他職員
従事割合

①3,000個

②96本

R4目標 R4実績

従来よりも、ヒアリングを前倒しして実施
し、必要に応じて、施設と情報交換をする
ことで、植栽箇所数の減少防止に努めて
いくほか、新たに配布できる施設がない
か、各施設と協議していく。

R4その他職員
従事割合

46 45
一施設において、植栽場所の確保が出来ず、球
根配布・植栽ができなかったため。

引き続き、取りこぼしのないようスケジュー
ル管理を徹底し、年に1箇所の整備を目指
していく。

R4その他職員
従事割合

1箇所 1箇所

R4決算額（見
込み）

R3決算額 指標名 目標設定の考え方・根拠

R3目標 R3実績 R4目標値が未達成の理由・分析

R3決算額 指標名 目標設定の考え方・根拠

R3目標 R3実績

みどりの創出を通じて、生
物多様性の保全や愛着の
持てる、住み続けたいと感
じられるまちづくりに貢献
できた。

会年職
員等

0人

R5目標

46

B

配布施設数の目標は概ね達成
できたほか、球根の配布総数と
しては、前年と同数を配布出来
た。また、新たに環境展示会の
中で、市民向けにミカン、キンカ
ンの苗木配布を行い、みどりへ
の意識向上を図ることができた。

R4年度に改善した点
11 住み続けられるまちづ

くりを
149千円

①球根配布数（公共施設向
け）

②イベントにおける苗木配布
数（市民向け）

球根配布施設数
みどりのまちなみ景観の創出のため、市内各所の施
設に球根を配布しており、配布先の施設数を指標とし
ている。

環境展示会でミカン・キンカンの苗木配布
を行い、街なかの緑化推進を図るととも
に、展示会の集客にも繋げることができ
た。

R4決算額（見
込み） 13 気候変動に具体的な

対策を
288千円

15 陸の豊かさも守ろう

会年職
員等

0人

事業達成に向けての現在の課題及び今
後の課題解決に向けた取り組み

R3その他職員
従事割合

46 45



SDGsへの貢献
(最大3つ)

成果

事務事業名称 事業概要（全体）

計画
コード

経費

投入コスト

所属
名称 会

計
事業自体が貢献する項目

評価及び次年度以降に向けた課題・取り組みなど

総合
評価

現状の課題
評価
理由

成果指標活動実績(R4)

R3予算現額 項目名

14,237千円

R4予算現額

636千円

R3正規職員
人件費

0.80 人 実績

6,384千円 どのように貢献したか

R4正規職員
人件費

1.47 人 評価者

～ 11,763千円 みどり自然課長　加賀屋　浩介

R3予算現額 項目名

476,809千円

R4予算現額

348,476千円

R3正規職員
人件費

1.95 人 実績

15,561千円 どのように貢献したか

R4正規職員
人件費

1.20 人 評価者

～ 9,602千円 公園課長　相沢　渉

R3予算現額 項目名

0千円

R4予算現額

73,903千円

R3正規職員
人件費

0.00 人 実績

0千円 どのように貢献したか

R4正規職員
人件費

1.00 人 評価者

～ 8,002千円 公園課長　相沢　渉

423
公園
課

実施計画ランク 事業の種別

一
般

- 自治事務

北秋津・上安松地区
都市緑地保全事業
（クラウドファンディン
グ）

根拠法令

都市公園法、都市計画法

事業の目的及び具体的な内容

北秋津・上安松地区都市緑地保全事業において貴
重なみどりを保全するため、株式会社スタジオジブ
リから提供された、映画「となりのトトロ」背景画5点
の複製画を作成し、購入型クラウドファンディングに
より、用地購入費及び当該用地の維持管理費の支
援を広く募ったものである。

期間

R4 R4

423
みど
り自
然課

実施計画ランク 事業の種別

一
般

重要 自治事務

水田景観保全事業

根拠法令

ふるさと所沢のみどりを守り育てる条例、所沢市み
どりの基本計画

事業の目的及び具体的な内容

上山口堀口天満天神社周辺里山保全地域内に残
されている貴重な水田を保全し、良好な都市環境
の維持と多様な生物の生息・生育空間の確保を図
るとともに、豊かな里山の景観を引き継いでいくこと
を目的とするものである。

期間

R3

423
公園
課

実施計画ランク 事業の種別

一
般

最優先 自治事務

北秋津・上安松地区
都市緑地保全事業

根拠法令

都市公園法・都市緑地法

事業の目的及び具体的な内容

北秋津・上安松地区は、所沢市みどりの基本計画
において、みどりの保全を重点的に推進する北秋
津周辺保全配慮地区に位置付けられている。本地
区では、土地区画整理事業を基本とした、まちづく
り事業が行われており、地区内には柳瀬川段丘崖
の斜面林や、平地林のまとまりのある貴重なみどり
が存在している。本事業は、これらのみどりを保全
するため、令和2年度に都市緑地として都市計画決
定した用地を取得するとともに、みどりの保全及び
管理を行うものである。

期間

R3 R8

R3決算額 指標名 目標設定の考え方・根拠

R3目標 R3実績 R4目標値が未達成の理由・分析

―

R3決算額 指標名 目標設定の考え方・根拠

R3目標 R3実績 R4目標値が未達成の理由・分析

0.44ha

2323.18㎡

0.44ha

R4実績

目標達成済

R3その他職員
従事割合

44,471千円

R3その他職員
従事割合

会年職
員等

0人

事業継続にあたっては、第2弾の結果や情
勢を踏まえ慎重に検討する必要がある。

R4その他職員
従事割合

2,000件 1,211件
北秋津・上安松土地区画
整理事業区域内のまとま
りのある貴重なみどりの保
全に貢献した。

会年職
員等

0人

R5目標

B

目標件数には達しなかったもの
の、日本全国から広くご支援をい
ただくことができた。

11 住み続けられるまちづ
くりを

― ―

第1弾のクラウドファンディングでは10日間で目
標達成し、その後も支援希望が多く寄せられたこ
とから、第2弾を実施した結果211件のご支援を
いただくことができた。

事業達成に向けての現在の課題及び今
後の課題解決に向けた取り組み

①1,211件

②

③

R4目標

事業期間内に用地取得が完了するよう、
用地交渉を進める。

R4その他職員
従事割合

会年職
員等

0人

R5目標

R4年度に改善した点

0千円

①支援件数

クラウドファンディング支援件数
緑地保全費用等をクラウドファンディングで広く支援を
募る事業であり、その総支援件数を目標としている。

―

R4決算額（見
込み）

水田耕作には、専門的な技術や経験が必
要であり、研究を続けるとともに、関係団
体に高齢者が多いことから、子育て世代
の参加を増やし、市民も含めた経験を蓄
えていく必要がある。また、作業量が非常
に多いことから、田植え機等を導入し作業
の効率化を図っていく。

R4その他職員
従事割合

0.38ha

指標名 目標設定の考え方・根拠

R3目標 R3実績 R4目標値が未達成の理由・分析

2,323.18㎡

里山景観の保全によるま
ちなみづくりや、水辺環境
の保全による気候緩和や
生物の生息空間を創出し
た。

会年職
員等

0人

R5目標

R4年度に改善した点
11 住み続けられるまちづ

くりを
476,267千円

①①用地購入

②

③

用地取得面積
事業の進捗を図るためには、用地確保が最重要とな
ることから用地取得面積を目標値としている。

―

R4決算額（見
込み）

342,678千円

R3その他職員
従事割合

会年職
員等

0人

3600.08㎡ 3222.12㎡
事業達成に向けての現在の課題及び今
後の課題解決に向けた取り組み

①2,323.18㎡

②

③

Ｓ

北秋津・上安松土地区画
整理事業区域内のまとま
りのある貴重なみどりの保
全に貢献した。

目標は達成している。
水田耕作には地元・関係団体と
の協働が欠かせないことから、
引き続き協力をあおぎながら取
り組みを進めていく。

A

地権者と交渉を行いながら予定
通りに取得を進めることができて
いる。

R3決算額

2856.84㎡

R4目標 R4実績

R4年度に改善した点
13 気候変動に具体的な

対策を
13,333千円

①田植え作業実施

②稲刈り作業実施

貸借契約、公有地化により水田を保全・担保した
面積

地元・関係団体との協働により実施可能な耕作範囲
について、市で地権者より借り受け、または公有地化
により保全・担保した面積を目標とする。

地元団体との協働での作業を円滑に進め
るため、都度打合せを行うことで綿密な調
整・情報共有を図ったほか、地元農家の
方に田植のノウハウを教えていただき、水
田管理に活かすことができた。また、管理
方法及び作業効率を考慮し、人手だけで
なく機械導入も行った。

R4決算額（見
込み）

15 陸の豊かさも守ろう

909千円

会年職
員等

0人

0.35ha 0.38ha

達成

事業達成に向けての現在の課題及び今
後の課題解決に向けた取り組み

①1回

②1回

R4目標 R4実績



SDGsへの貢献
(最大3つ)

成果

事務事業名称 事業概要（全体）

計画
コード

経費

投入コスト

所属
名称 会

計
事業自体が貢献する項目

評価及び次年度以降に向けた課題・取り組みなど

総合
評価

現状の課題
評価
理由

成果指標活動実績(R4)

R3予算現額 項目名

200千円

R4予算現額

300千円

R3正規職員
人件費

0.35 人 実績

2,793千円 どのように貢献したか

R4正規職員
人件費

0.40 人 評価者

～ 3,201千円 河川担当参事　加藤　孝雄

R3予算現額 項目名

5,500千円

R4予算現額

5,921千円

R3正規職員
人件費

0.75 人 実績

5,985千円 どのように貢献したか

R4正規職員
人件費

0.40 人 評価者

～ 3,201千円 河川担当参事　加藤　孝雄

R3予算現額 項目名

58,100千円

R4予算現額

80,116千円

R3正規職員
人件費

1.00 人 実績

7,980千円 どのように貢献したか

R4正規職員
人件費

0.65 人 評価者

～ 5,201千円 河川担当参事　加藤　孝雄

423
河川
課

実施計画ランク 事業の種別

一
般

重要 自治事務

東川桜舞う遊歩道事
業（COOL JAPAN
FOREST構想事業）

根拠法令

河川法

事業の目的及び具体的な内容

「COOL JAPAN FOREST構想」における周辺環境
整備の一環として、本市にとって重要な観光資源で
ある東川沿いの桜並木（旭橋から柳瀬川合流点）
及び遊歩道について、継続的に維持管理を行って
いくものである。

期間

H30

423
河川
課

実施計画ランク 事業の種別

一
般

優先 自治事務

砂川堀水辺保全・散
策路整備事業

根拠法令

所沢市水とみどりがつくるネットワーク計画

事業の目的及び具体的な内容

「水とみどりがつくるネットワーク」を構成する河川
の一つである砂川堀の貴重な水とみどりを保全し、
その自然を知り親しめる散策路を整備するものであ
る。
また、立ち枯れ、倒木の危険等がある河道内樹木
について、剪定・伐採を行う。

期間

R元

423
河川
課

実施計画ランク 事業の種別

一
般

重要 自治事務

ふるさとの川再生事
業

根拠法令

-

事業の目的及び具体的な内容

多自然の川づくりを推進するため、市民団体等と協
働し、市が指定した河川・水路の区域を対象とし
て、清掃及び除草、生物の保護、自然の再生活動
等を行う。

期間

H22 ４団体

R3その他職員
従事割合

R3決算額 指標名 目標設定の考え方・根拠

R3目標 R3実績 R4目標値が未達成の理由・分析

R4目標値が未達成の理由・分析

965ｍ

1,120ｍ 1,120ｍ

R5目標

R3決算額 指標名

R3実績 R4目標値が未達成の理由・分析

A

成果指標の目標を達成してい
る。

事業達成に向けての現在の課題及び今
後の課題解決に向けた取り組み

①523.74m

R4目標 R4実績

寺山橋より下流の散策路整備は、自然河
岸及び希少植物の保全に努めるようにす
る。

R4その他職員
従事割合

600ｍ 523.74m

ウッドチップによる歩きや
すい散策路を整備した。会年職

員等
0人

R5目標

B

用地取得を伴う区間について
は、整備できなかったものの、そ
れ以外の区間は整備することが
できた。また、用地取得について
は、令和５年度に行う予定であ
る。

R4年度に改善した点
11 住み続けられるまちづ

くりを
57,255千円

①砂川堀散策路整備

砂川堀散策路整備延長
安全に通行できる散策路整備を進めるため、地元住
民や水辺のサポーター制度に登録されている団体等
と意見を交換しながら、事業を進めていく。 ベンチを設置し、散策する方々が休憩でき

る場所を作った。

R4決算額（見
込み）

51,713千円

R3その他職員
従事割合

会年職
員等

0人

200ｍ 208.13ｍ

散策路整備工事を発注するため設計を行ったと
ころ、用地取得をしないと散策路の整備ができな
い区間があることが判明した。そのため、整備で
きない延長があり、目標より短くなった。

３団体
草刈り等を行い、水流れ
の保全に努めた。
また、ホタル等の生物の
保護に努めた。

会年職
員等

0人

R5目標

R4年度に改善した点
11 住み続けられるまちづ

くりを
5,488千円

①東川桜枝剪定

東川桜枝剪定延長
Ｒ2年度までは、東川遊歩道整備延長を指標としてい
たが、Ｒ2年度で遊歩道整備が完了したため、Ｒ3年度
からは、東川桜枝剪定延長を指標としている。 特になし

R4決算額（見
込み）

12 つくる責任　つかう責任

5,892千円

R3その他職員
従事割合

会年職
員等

0人

1,490ｍ 1,490ｍ

目標達成済

R3決算額

0m

R4目標 R4実績

今後は桜並木と遊歩道の維持管理を中心
に進めていく。桜は、老木化、大木化して
いるものが多いため、倒木に注意する必
要がある。

R4その他職員
従事割合

桜の剪定等を行い、桜並
木の保全に努めた。

①1,120ｍ

B

令和４年度は、団体数を伸ばす
ことができなかったが、これまで
３団体を加入させることが出来
た。

R4年度に改善した点
11 住み続けられるまちづ

くりを
200千円

①活動団体数

活動団体数
地域に根付いた親しみのある多自然川づくりへの要
望があることから、市との協働による多自然の川づく
りを行う活動団体数を指標とする。 特になし

R4決算額（見
込み）

12 つくる責任　つかう責任

300千円

会年職
員等

0人

３団体 ３団体

ふるさとの川再生事業は、年間を通じて水路の
維持管理等を団体にお願いすることとなるため、
通常のアダプト事業よりも団体にかかる負担が
大きいので、事業の趣旨を理解し、参加していた
だける団体が少ない。

事業達成に向けての現在の課題及び今
後の課題解決に向けた取り組み

①３団体

R4目標 R4実績

河川の保全活動に取り組んでいる団体の
活動状況と、活動箇所の整備状況につい
て調査を行う。

会年職
員等

12 つくる責任　つかう責任

0人

R4その他職員
従事割合

４団体

事業達成に向けての現在の課題及び今
後の課題解決に向けた取り組み

指標名 目標設定の考え方・根拠

R3目標 R3実績

目標設定の考え方・根拠

R3目標



SDGsへの貢献
(最大3つ)

成果

事務事業名称 事業概要（全体）

計画
コード

経費

投入コスト

所属
名称 会

計
事業自体が貢献する項目

評価及び次年度以降に向けた課題・取り組みなど

総合
評価

現状の課題
評価
理由

成果指標活動実績(R4)

R3予算現額 項目名

298千円

R4予算現額

304千円

R3正規職員
人件費

0.70 人 実績

5,586千円 どのように貢献したか

R4正規職員
人件費

0.51 人 評価者

～ 4,081千円 資源循環推進課長　山屋　貴裕

R3予算現額 項目名

1,485千円

R4予算現額

2,579千円

R3正規職員
人件費

0.70 人 実績

5,586千円 どのように貢献したか

R4正規職員
人件費

0.66 人 評価者

～ 5,281千円 資源循環推進課長　山屋　貴裕

R3予算現額 項目名

69,524千円

R4予算現額

65,560千円

R3正規職員
人件費

0.75 人 実績

5,985千円 どのように貢献したか

R4正規職員
人件費

0.46 人 評価者

～ 3,681千円 資源循環推進課長　山屋　貴裕

431

資源
循環
推進
課

実施計画ランク 事業の種別

一
般

重要 自治事務

集団資源回収報償
金交付事業

根拠法令

廃棄物の処理及び清掃に関する法律、所沢市集団
資源回収事業報償金交付要綱

R3実績 R4目標値が未達成の理由・分析

古紙市況が悪化し、協力業者の廃業や団
体の撤退が危惧されるため、団体・協力業
者双方への支援を行い事業継続と廃棄物
の減量を図る。
資源物の持ち去りについては、古紙回収
業者とも連携して警備等を行い、市民が安
心して古紙を出せるように対応を行う。

R4その他職員
従事割合

13.0% 11.1%

家庭で使用した古紙類を
再資源化することで、廃棄
物の減量に貢献した。会年職

員等
0人

R5目標

B

世界最大の資源物輸入国である
中国の輸入規制に加え、世界的
な新型コロナウイルス流行の影
響で、リサイクル業界は依然とし
て厳しい状況に置かれている。
加えて市内での資源物の持ち去
り等の事案も発生しており、従来
の啓発活動だけでなく、事業を
存続させる対策が必要である。

12 つくる責任　つかう責任

事業達成に向けての現在の課題及び今
後の課題解決に向けた取り組み

①  8,966t

②  468団体

R4目標

R4年度に改善した点

56,456千円

①集団資源回収量

②登録団体数

集団資源回収率
（集団資源回収量／家庭ごみ量×100）

集団資源回収にて回収される資源物の割合が
増えることで、行政回収の負担が減ることから、
集団資源回収率を指標とする。
　なお、目標値は、所沢市一般廃棄物処理基本
計画の参考値に基づく。

資源回収を行う団体の負担軽減の為、申
請書等に団体情報の初期印字を施した。
これにより、受付時の職員のチェックの手
間も省けることになり、事務負担が軽減し
ている。

R4決算額（見
込み）

令和4年度は昨年度に引き続き、新型コロナウイ
ルス感染症拡大の影響によって参加団体の活
動が制限され、資源物の回収量が減少した。

R4実績

会年職
員等

0人

R3実績 R4目標値が未達成の理由・分析

事業の目的及び具体的な内容

集団資源回収事業実施団体（自治会・町内会、子
ども会等）が資源物（新聞、雑誌・雑がみ、段ボー
ル、古布、アルミ缶・スチール缶、紙パック、生きび
ん）を集団資源回収事業取扱業者に引き渡す活動
に対し、市は資源物1kgあたり6円（生きびんは1本
当たり6円）の報償金を交付し、ごみの減量と資源
化の推進を図る。

期間

H3

R3決算額

12 つくる責任　つかう責任

1,017千円

①給水スポット設置数

②とことこマイボトルスポット
登録店舗数

とことこマイボトルスポット登録店舗数（累計）

使い捨てプラスチック削減に取り組む店舗を登録し、
その店舗を市民に紹介することで、市民が排出する
使い捨てごみの削減を図るため、店舗数を指標とす
る。

市主催のイベント等でプラスチックごみ削
減を目的に、協定を結んでいる事業者か
らウォーターサーバーを無償で借り受け、
ペットボトルの削減を図った。

R4決算額（見
込み）

14 海の豊かさを守ろう

1,987千円

R3その他職員
従事割合

会年職
員等

0人

10店
事業達成に向けての現在の課題及び今
後の課題解決に向けた取り組み

①31台

②19店
海洋プラスチックごみ問題
を広く周知し、廃棄物の減
量に貢献した。

54,141千円

R3その他職員
従事割合

19店 目標達成済み

目標設定の考え方・根拠

自治事務

プラスチックごみ削
減推進事業

根拠法令

所沢市マチごとエコタウン推進計画、所沢市一般廃
棄物処理基本計画、プラスチック資源循環戦略

事業の目的及び具体的な内容

本件は所沢市マチごとエコタウン推進計画における
『もったいない』社会の形成に基づく事業である。
本市におけるプラスチックごみの削減を行うため、
マイボトルやマイバッグ等の推進により、市民の皆
様が使い捨て製品に頼らないライフスタイルに変革
することで、ごみの減量を図る。

期間

R2

15店

R3決算額 指標名

R3目標

10店

20店

R4目標

R4その他職員
従事割合

会年職
員等

0人

R5目標

431

資源
循環
推進
課

実施計画ランク 事業の種別

一
般

4 質の高い教育をみんな
に

31千円

①協力店店舗数
協力店舗数（累計）

食品ロス削減を実践する店舗を登録し、その取
り組みを市民に紹介することで、食ロス削減の意
識啓発を図るため、店舗数を指標とする。

市庁舎内で開催された食育月間イベント
にて、食品ロスゼロのまち協力店を募集
するポスターを掲示した。

R4決算額（見
込み）

12 つくる責任　つかう責任

2千円

会年職
員等

0人

255店 253店

新型コロナウイルスの蔓延に伴い、積極的な協
力店の発掘活動を行うことができなかった。今後
の情勢を踏まえつつではあるが、R５年度は積極
的な協力店の発掘活動を行っていきたい。

事業達成に向けての現在の課題及び今
後の課題解決に向けた取り組み

R3決算額

①253店

R4目標 R4実績

新型コロナウイルスが落ち着いてきている
ため、協力店に向けて啓発品の配布を検
討している。
また、さらなる協力店の開拓、食品ロス削
減の意識の浸透を目指す。

R4その他職員
従事割合

260店
家庭や事業所から排出さ
れる食品ロス削減を広く訴
えることで、廃棄物の減
量、もったいないの心の醸
成に貢献した。

指標名 目標設定の考え方・根拠

R3目標

- 自治事務

食品ロスゼロのまち
促進事業

根拠法令

マチごとエコタウン所沢構想、循環型社会形成推進
基本法

事業の目的及び具体的な内容

食品ロス削減を実践する店舗を「食品ロスゼロのま
ち協力店」として登録し、取組内容等を紹介したり、
市ホームページ等で食材を無駄なく調理に使用す
るレシピを紹介することにより、食品ロスを削減し、
「もったいないの心」の醸成とごみの減量を図る。

期間

H27

431

資源
循環
推進
課

実施計画ランク 事業の種別

一
般

260店

R3その他職員
従事割合

253店

会年職
員等

0人

R5目標

-

目標設定の考え方・根拠

R3目標 R3実績 R4目標値が未達成の理由・分析

13.0%

13.0% 11.1%

R4実績

指標名

A

B

食品ロスゼロのまち協力店の登
録拡大を目指したが、目標を達
成できなかった。
協力店の候補店発掘、営業活動
において、新型コロナウイルスの
蔓延が原因で十分な活動ができ
なかったと考えられる。
今後も周知啓発に向けて試行錯
誤を続けていく。

R4年度に改善した点

マイボトルの持ち歩き推進のた
め、マイボトルに飲料を補充でき
る店舗の登録拡大を目指し、目
標は達成した。
今後も拡大をしつつ、マイボトル
のみならずマイ容器等の利用促
進も周知していく。

コロナ禍によるテイクアウト等の利用者が
増える中、事業者や市民に使い捨てプラ
スチック削減の意識の浸透を目指す。

R4年度に改善した点



SDGsへの貢献
(最大3つ)

成果

事務事業名称 事業概要（全体）

計画
コード

経費

投入コスト

所属
名称 会

計
事業自体が貢献する項目

評価及び次年度以降に向けた課題・取り組みなど

総合
評価

現状の課題
評価
理由

成果指標活動実績(R4)

R3予算現額 項目名

13,920千円

R4予算現額

17,883千円

R3正規職員
人件費

5.96 人 実績

47,561千円 どのように貢献したか

R4正規職員
人件費

5.51 人 評価者

～ 44,091千円 資源循環推進課長　山屋　貴裕

R3予算現額 項目名

9,182千円

R4予算現額

9,979千円

R3正規職員
人件費

1.85 人 実績

14,763千円 どのように貢献したか

R4正規職員
人件費

1.00 人 評価者

～ 8,002千円 資源循環推進課長　山屋　貴裕

R3予算現額 項目名

6,730千円

R4予算現額

5,627千円

R3正規職員
人件費

1.50 人 実績

11,970千円 どのように貢献したか

R4正規職員
人件費

0.90 人 評価者

～ 7,202千円 資源循環推進課長　山屋　貴裕

多くの市民に3Rについて
知ってもらうことで、市民
一人ひとりの環境意識の
向上に貢献した。

会年職
員等

1人

R5目標

60,000人

A

新型コロナウイルス感染症が第5
類に移行されたことにより、3R講
習会や各種イベントが再開され
た。しかしながら、終息には程遠
い状況であることから、引き続き
市民の安全を確保しつつ、適切
な事業周知を行う必要性を感じ
ている。

R4年度に改善した点
13 気候変動に具体的な

対策を
4,150千円

①リサイクルふれあい館及び
東所沢エコステーション来館
者数

②講習会参加者数

リサイクルふれあい館の来館者数は、正面玄関
の自動ドアカウンターによる。講習会参加者数
は、３Ｒ講習会、包丁研ぎ講習会、生ごみ減量講
習会による。

啓発施設であるリサイクルふれあい館及びリ
ユース、リサイクル品の引き取り場所である東所
沢エコステーションについて、一人でも多くの市
民に施設の存在を知ってもらい、利活用していた
だくことが目的であることから実績を基にしてい
る。

リサイクルふれあい館の会計年度職員が
就業前後や昼休みを利用して草花を育て
ている。R3年度から各種講習会の参加者
に無償配布しているが、R4年度からはエコ
ライフフェア（出張エコロまつり）で陶磁器
や小型再生家具の購入者に対し無償で配
布している。そのため、口コミで広がり、講
習会の応募者が増えている。

R4決算額（見
込み）

15 陸の豊かさも守ろう

5,776千円

R3その他職員
従事割合

会年職
員等

1人

50,000人 64,628人

目標達成済み

指標名 目標設定の考え方・根拠

R3目標 R3実績 R4目標値が未達成の理由・分析

事業達成に向けての現在の課題及び今
後の課題解決に向けた取り組み

R4目標

①小型家具 779人
大型家具 5,931人

②15,879人

③5人

431

資源
循環
推進
課

実施計画ランク 事業の種別

一
般

重要 自治事務

もったいないの心啓
発事業

根拠法令

所沢市リサイクルふれあい館条例、所沢市廃棄物
の減量及び適正処理に関する条例

事業の目的及び具体的な内容

①小学4年生社会科見学等見学者の印象に残る館
内展示（遊び心を取り入れた）わかりやすい解説で
環境学習を充実する。②催事の企画開催（エコロま
つり、エコロ市、出張エコロ市）等による市民へのＰ
Ｒ事業。③市民フェスティバル等への積極的参加に
よるＰＲ活動。④館内展示のほか、ホームページや
情報誌発行による情報提供の研究。⑤暮らしの中
で3R（Ｒeduceリデュース＝発生抑制、Ｒeuseリユー
ス＝再使用、Recycleリサイクル＝再生利用）を実
践するための場として、おもちゃの病院や傘修理、
各種講座等の開催。

期間

H15

R3決算額

①63,229人

②159人

23,000人

24,000人 22,594人

R5目標

B

市民が持ち込んだ粗大ごみのう
ち、東部クリーンセンターからリ
サイクルふれあい館への搬出量
が少ないため、再生できる家具
量に影響がでていると思われ
る。今後は、東部クリーンセン
ターと連絡を密にし、粗大ごみの
搬出量を増やす必要がある。

R4目標 R4実績

市内西地区の市民から東所沢エコステー
ションへの資源物の持ち込みが少ないと
認識しているため、東地区も含め、利用者
数を伸ばすための広報活動と、東部クリー
ンセンターへ再生家具回収量のさらなる
確保を依頼する。

R4その他職員
従事割合 家具類をごみとして処分

するのではなく、貴重な資
源としてリユース、リサイク
ルを行うことにより、地球
温暖化防止に貢献した

会年職
員等

5人

R4年度に改善した点
13 気候変動に具体的な

対策を
8,881千円

①再生家具頒布申込者数

②東所沢エコステーション利
用者数

③不用品登録者数

再生家具頒布申込者数
東所沢エコステーション利用者数
不用品登録者数

「もったいないの心推進事業」において、再生家具の
申込者、資源物の持ち込み者数などを数値化するこ
とにより、わかりやすい設定と考える。数値の根拠
は、前年度の実績をもとに算出している。

大型再生家具の展示コーナーに順路を作
り、すべての家具を見てもらえるようにし
た。

R4決算額（見
込み）

8,876千円

R3その他職員
従事割合

会年職
員等

6人

23,000人 23,578人

市民から回収依頼があり、粗大ごみとして回収さ
れた家具等で、再生可能な品が減っている。ま
た、市民が持ち込んだ家具等で東部クリーンセ
ンターからの粗大ごみ回収分が極端に少ないこ
とが考えられる。
西部ＣＣ　1,190点
東部ＣＣ　5点

事業達成に向けての現在の課題及び今
後の課題解決に向けた取り組み

会年職
員等

5人

1,600点 1,579点

目標達成済み

事業達成に向けての現在の課題及び今
後の課題解決に向けた取り組み

①27,279点

②1,717点

R4目標 R4実績
工房職員により、廃棄家具等からの一部
部品抜き出しなど様々な取り組みにより家
具の再生に努め、展示数の確保に取り組
むとともに、東部クリーンセンターへ再生
家具の回収量のさらなる確保を依頼する。
参考：西部ＣＣからの搬入数 1,190点
東部ＣＣからの搬入数 5点

R4その他職員
従事割合

1,600点

431

資源
循環
推進
課

実施計画ランク 事業の種別

一
般

重要 自治事務

もったいないの心推
進事業

根拠法令

所沢市リサイクルふれあい館条例、所沢市リユース品頒
布事務取扱条例、不用品登録事業事務取扱要綱

事業の目的及び具体的な内容

　「もったいない心」を大切に、ごみの減量・資源化
に取り組むとともに、循環型社会の形成のための
3Rのひとつであるリユース及びリサイクルを暮らし
に定着させる。
①再生家具：粗大ごみとして排出された木製家具を
手直しした後、館内で展示のうえ抽選で月２回頒
布。小型家具については常設頒布。②東所沢エコ
ステーションにて市民から持ち込まれる資源物を受
け付けている。③不用品登録：「もとめます」「ゆずり
ます」として登録された品物の情報提供

期間

H15

R3決算額 指標名 目標設定の考え方・根拠

目標設定の考え方・根拠

R3目標 R3実績 R4目標値が未達成の理由・分析

1,721点
家具類をごみとして処分
するのではなく、貴重な資
源としてリユース、リサイク
ルを行うことにより、地球
温暖化防止に貢献した

会年職
員等

6人

R5目標

Ｓ

新型コロナウイルス感染症の感
染拡大によりテレワークが推奨さ
れ家庭で過ごす時間が増えたこ
とにより増加していたと思われる
家具等の回収量が減っているた
め、展示頒布できる再生家具の
確保が難しくなっている。今後
も、回収量自体の増加が見込め
ないことから、再生方法を工夫し
ながら家具等の点数確保をして
いく必要がある。

R4年度に改善した点
13 気候変動に具体的な

対策を
12,145千円

①粗大ごみの収集点数

②再生可能家具の収集点数

再生家具の展示点数
再生可能な家具を資源物として活用した点数で示す
ことにより、ごみの減量成果がわかりやすくするため、
数値は前年度の実績を基にしている。

リサイクルふれあい館の工房内で再生家
具の修理作業を行っており、再生不能で
廃棄する家具の中から一部の部品を抜き
出し、別の家具に使用することで、より多く
家具を再生させ頒布に努めた。

R4決算額（見
込み）

431

資源
循環
推進
課

実施計画ランク 事業の種別

一
般

重要 自治事務

粗大ごみリユース推
進事業

根拠法令

廃棄物の処理及び清掃に関する法律

事業の目的及び具体的な内容

市民サービスの向上とリユースの推進を図るため、
東西クリーンセンターにおいて実施していた粗大ご
み収集事業をリサイクルふれあい館において一元
化し、「もったいないの心」推進事業の一環として実
施していた「再生可能な家具の回収業務」も付加す
ることにより、粗大ごみの収集から再生・頒布、廃
棄までを一体的に行う。

期間

H29 1,700点

R3その他職員
従事割合

R3決算額 指標名

15,216千円

R3目標 R3実績 R4目標値が未達成の理由・分析

R4実績

市民ニーズに対応した講習会の開催を目
指すとともに、応募者の多かった講習会の
再開催を含め、エコロボランティア等と検
討していく。

R4その他職員
従事割合

60,000人 63,388人



SDGsへの貢献
(最大3つ)

成果

事務事業名称 事業概要（全体）

計画
コード

経費

投入コスト

所属
名称 会

計
事業自体が貢献する項目

評価及び次年度以降に向けた課題・取り組みなど

総合
評価

現状の課題
評価
理由

成果指標活動実績(R4)

R3予算現額 項目名

0千円

R4予算現額

7,637千円

R3正規職員
人件費

0.00 人 実績

0千円 どのように貢献したか

R4正規職員
人件費

0.55 人 評価者

～ 4,401千円 資源循環推進課長　山屋　貴裕

R3予算現額 項目名

26,465千円

R4予算現額

12,078千円

R3正規職員
人件費

0.96 人 実績

7,661千円 どのように貢献したか

R4正規職員
人件費

0.76 人 評価者

～ 6,082千円 資源循環推進課長　山屋　貴裕

R3予算現額 項目名

193,311千円

R4予算現額

533,827千円

R3正規職員
人件費

5.80 人 実績

46,284千円 どのように貢献したか

R4正規職員
人件費

7.75 人 評価者

～ 62,016千円 資源循環推進課長　山屋　貴裕

R3目標 R3実績 R4目標値が未達成の理由・分析

R5より新たな指標を
設定

4.0% 2.0%

目標達成済

R4実績

11 住み続けられるまちづ
くりを

415,230千円

R3その他職員
従事割合

会年職
員等

1

最終処分場の供用開始に向け、工程に従
い工事を進める。地元の周辺整備要望に
ついては、より一層丁寧に説明を行い、理
解を得ながら事業を進めていく。

R4その他職員
従事割合

2.0% 2.0%

用地を取得することによ
り、事業の推進を図った。会年職

員等
1

R5目標

A

処分場の用地購入については、
地権者の協力により、全ての用
地を購入することができた。

7 エネルギーをみんなに
そしてクリーンに

事業達成に向けての現在の課題及び今
後の課題解決に向けた取り組み

①設計完了

②1,513.29㎡

R4目標

R4年度に改善した点

①建設事業者による施設の
設計

②用地購入（処分場用地）

事業進捗状況
（土地の取得率）

自区内処理の原則に基づき、新たな最終処分場を整
備する必要があるため、各段階における成果指標を
設定した。
事業進捗に伴う土地の取得率を成果指標とした。

市が策定した基本設計を基に、建設事業
者による施設の設計を行った。

R4決算額（見
込み）

120,658千円

指標名 目標設定の考え方・根拠

433

資源
循環
推進
課

実施計画ランク 事業の種別

一
般

最優先 自治事務

第２一般廃棄物最終
処分場整備事業

根拠法令

廃棄物の処理及び清掃に関する法律、所沢市廃棄
物の減量及び適正処理に関する条例

事業の目的及び具体的な内容

　市内で発生する一般廃棄物の最終処分について
は、市外の最終処分場と市内の北野一般廃棄物最
終処分場で行ってきたが、北野一般廃棄物最終処
分場は平成17年3月末日をもって埋立が終了した。
　現在は全量を県営の処分場や県外の民間処分
場へ搬出していることから、自区内処理の原則に基
づき、市内に新たな一般廃棄物最終処分場を整備
する事業である。

期間

H11 R7

R3決算額

R3実績 R4目標値が未達成の理由・分析

一般廃棄物処理基本計画の改
定について、慎重かつ丁寧な審
議を行うため、年度を超えて、令
和５年度も引き続き議論すること
となったものであり、今後の目
標、施策等について、十分な議
論を行うことができている。

会年職
員等

0人

R5目標

R4年度に改善した点
7 エネルギーをみんなに

そしてクリーンに
26,011千円

①審議会開催日数

所沢市廃棄物減量等推進審議会の年間開催日
数

ごみの減量・資源化方策を審議する、所沢市廃
棄物減量等推進審議会の開催日数を指標とし
た。

会議傍聴人について、全ての傍聴希望者
が傍聴できるよう柔軟に審議会の許可を
とるよう配慮した。

R4決算額（見
込み） 13 気候変動に具体的な

対策を
11,632千円

R3その他職員
従事割合

14 海の豊かさを守ろう

会年職
員等

0人

6回開催 6回開催
事業達成に向けての現在の課題及び今
後の課題解決に向けた取り組み

①5日

A

循環型社会の形成を目指
して、ごみ減量・資源化方
策の検討を進めた。

R4実績

　ごみ減量・資源化施策について広く市民
及び事業者へ周知し、理解を求めながら
取組を進めていくことが不可欠であること
から、「所沢市一般廃棄物処理基本計画」
を改訂するため、所沢市廃棄物減量等推
進審議会において引き続き審議を行う。

5回開催

令和４年度の審議会においては、一般廃棄物処
理基本計画の改定について諮問しているところ
であるが、年度内に改訂内容がまとまらず、令
和５年度も引き続き議論することとなり、答申が
行われなかったことによるもの。

目標設定の考え方・根拠

433

資源
循環
推進
課

実施計画ランク 事業の種別

一
般

最優先 自治事務

一般廃棄物減量化
方策推進事業

根拠法令

廃棄物の処理及び清掃に関する法律、所沢市一般
廃棄物処理基本計画（令和元年改訂版）

事業の目的及び具体的な内容

平成28年度までは順調に減少してきた本市のごみ
量は、平成29年度以降、減少率が鈍化傾向となっ
ていることから、所沢市廃棄物減量等推進審議会
において、生ごみの減量やプラスチックごみの削
減、経済的インセンティブによるごみ減量及び資源
化施策などの様々な取り組みについて審議してい
るところである。

期間

R3

6回開催

5回開催

R4目標

R3決算額 指標名

R3目標

R4その他職員
従事割合

13 気候変動に具体的な
対策を

0千円
①生ごみ減量講習会開催数
及び参加者数

②段ボールコンポスト配布人
数

③水切りダイエット配布人数

生ごみ減量講習会及び段ボールコンポスト配布
水切りダイエット配布数

生ごみの約7割から8割は水分と言われている。家庭
から出る生ごみの水分を少なくしてもらうよう、生ごみ
減量講習会を開催し、各家庭で実践してもらう。また
イベント等で水分を取る器具（水切りダイエット）を配
布して、生ごみ減量の周知を図る。

当初、生ごみ減量のチラシを全戸配布す
る予定でいたが、水切りダイエットを購入し
て、チラシとともに配布して啓発した。
３Ｒ講習会　116個
市民フェスティバル5,000個
合計5,116個

R4決算額（見
込み）

14 海の豊かさを守ろう

5,359千円

会年職
員等

0人

― ―

目標達成済み

事業達成に向けての現在の課題及び今
後の課題解決に向けた取り組み

①1回　9人

②9人

③5,116人

R4目標 R4実績

水切りダイエットの配布に伴い、効果等の
検証が必要になっている。今後の水切りダ
イエット配布時にアンケート用紙も配布し
て取り組み状況や効果等を検証する。

R4その他職員
従事割合

5,000人 水切りダイエットを受け
取った一部の人から環境
に関する考え方が変わっ
たとのご意見を受けてい
る。一定の効果は出てい
る。

432

資源
循環
推進
課

実施計画ランク 事業の種別

一
般

優先 自治事務

チャレンジ生ごみ減
量推進事業

根拠法令

循環型社会形成推進基本法、廃棄物の処理及び清掃に関する
法律、所沢市生ごみ減量化・資源化を推進するための奨励に関
する要綱

事業の目的及び具体的な内容

コロナ禍の中で家庭で食事をする機会が増えたこと
もあり、生ごみに対する市民の関心は高まってい
る。本事業は、家庭から出る燃やせるごみの約4割
といわれる生ごみを減量するため、家庭で簡単にで
きる生ごみ処理の方法について普及啓発を図り、
購入金額の3分の2、20,000円を限度に奨励金を交
付する。

期間

R4

R3決算額

R3その他職員
従事割合

会年職
員等

0人

指標名 目標設定の考え方・根拠

R3目標 R3実績 R4目標値が未達成の理由・分析

6,000人

5,134人

R5目標

A

生ごみ減量に関する講習会を実
施し、また市民フェスティバル等
で生ごみの水を切る器具の水切
りダイエット及びチラシを配布し
たことにより、一定のごみ減量の
周知は図れた。引き続き、多くの
市民にPRしていく必要がある。

R4年度に改善した点



SDGsへの貢献
(最大3つ)

成果

事務事業名称 事業概要（全体）

計画
コード

経費

投入コスト

所属
名称 会

計
事業自体が貢献する項目

評価及び次年度以降に向けた課題・取り組みなど

総合
評価

現状の課題
評価
理由

成果指標活動実績(R4)

R3予算現額 項目名

1,343,512千円

R4予算現額

1,445,806千円

R3正規職員
人件費

3.05 人 実績

24,339千円 どのように貢献したか

R4正規職員
人件費

3.15 人 評価者

～ 25,206千円
東部クリーンセンター所長　大舘
正

R3予算現額 項目名

33,979千円

R4予算現額

135,069千円

R3正規職員
人件費

1.55 人 実績

12,369千円 どのように貢献したか

R4正規職員
人件費

1.20 人 評価者

～ 9,602千円 西部クリーンセンター所長　池田康徳

R3予算現額 項目名

55,479千円

R4予算現額

86,430千円

R3正規職員
人件費

47.83 人 実績

381,683千円 どのように貢献したか

R4正規職員
人件費

46.17 人 評価者

～ 369,452千円
収集管理事務所
所長　　斎藤　洋一

433

収集
管理
事務
所

実施計画ランク 事業の種別

一
般

重要 自治事務

ごみ収集事業

根拠法令

所沢市廃棄物の減量及び適正処理に関する条例

事業の目的及び具体的な内容

市民の生活ごみとして、ごみ集積所に排出された廃
棄物の適正処理及び再資源化により、公衆衛生環
境の向上及び循環型社会の確立を実現するため、
ごみの分別を徹底し,効率的に収集を行う。また、こ
れに伴うごみ集積所の設置・維持管理についての
指導及び清掃車両の整備並びにごみ集積所情報
管理システムの運用管理を行う。

期間

S26

433

西部
ク

リー
ンセ
ン

ター

実施計画ランク 事業の種別

一
般

- 自治事務

北野一般廃棄物最
終処分場浸出液処
理施設整備事業

根拠法令

廃棄物の処理及び清掃に関する法律

事業の目的及び具体的な内容

本浸出液処理施設は稼働開始から３３年が経過
し、老朽化が著しいことから本施設の延命化を行う
ものである。
現在、埋立物の安定化が進み浸出水の水質が改
善してきていることから、水質に合わせた処理シス
テムを構築し、改修費用の削減とランニングコスト
の低減を図るものである。

期間

R2 R5

433

東部
ク

リー
ンセ
ン

ター

実施計画ランク 事業の種別

一
般

優先 自治事務

東部クリーンセン
ター長期包括運営事
業

根拠法令

廃棄物の処理及び清掃に関する法律

事業の目的及び具体的な内容

安定した質の高い施設運営や用役等調達コストの
削減を図るため、東部クリーンセンターにおいて、
施設の運転管理、用役調達、維持補修等の施設運
営業務を包括的に委託するものである。
また、令和5年度からは当該委託契約に家庭ごみ
等受入業務を追加して実施するものである。

期間

H26 R17

指標名

R3決算額 指標名 目標設定の考え方・根拠

R3目標 R3実績 R4目標値が未達成の理由・分析

100.0%

100.0% 85.0%

会年職
員等

0人

50.0% 50.0%

部品供給不足によりメーカー製作品の納期が大
幅に遅れてしまったことから、工期内に工事を完
了することができなかったため。

目標設定の考え方・根拠

R3目標 R3実績 R4目標値が未達成の理由・分析

0回

R3その他職員
従事割合

23,635円/t

R4目標 R4実績

令和４年度内に納期が間に合わなかった
メーカー製作品を納入させ、延期した工期
内に工事を完了させる。

R4その他職員
従事割合

老朽化した施設を改修し、
排水基準を遵守すること
で、持続可能な社会を構
築することに貢献した。

会年職
員等

0人

B

燃料費高騰や鉄等の資材高騰
が続いているため、省燃費につ
ながるようエコドライブを心掛け
ると共に、車両修繕を減らすため
始業点検やこまめなグリスアップ
を行うなど、車両の延命を図り経
費削減に努めていきたい。

R4年度に改善した点

Ｂ

R4年度に改善した点
11 住み続けられるまちづ

くりを
23,786千円

①仮設工事
②第１期撤去工事
③第２期撤去工事
④試験・検査

老朽化が著しい浸出液処理施設の延命化を行
い、改修費用の削減とランニングコストの低減を
図る。

令和３年度に実施した設計業務に基づいて、令
和４年度は改修工事を行い完了させる。

仮設工事を施し、第１期撤去工事を実施し
て不用となった機器類の撤去工事を行っ
た。
地下式水槽の塗装を行った。
浸出水を止める止水弁の交換を行った。
メーカー製作品が納品されなかったことか
ら、第２期撤去工事を途中まで行った。

R4決算額（見
込み）

R5目標

12 つくる責任　つかう責任

52,800千円

R3その他職員
従事割合

R3決算額 指標名 目標設定の考え方・根拠

R3目標 R3実績 R4目標値が未達成の理由・分析

事業達成に向けての現在の課題及び今
後の課題解決に向けた取り組み

①仮設工事を実施した。
②第１期撤去工事を実施し
た。
③第２期撤去工事を途中まで
実施した。
④機器の納品が遅れたた
め、設置することが出来ず、
試験・検査を行えなかった。

11 住み続けられるまちづ
くりを

46,354千円

①年間ごみ収集量

②年間経費

１トンあたりの収集経費
年間経費÷年間ごみ収集量

生活ごみの効果的な収集を目的としているので、１ト
ンあたりの収集に係る経費を指標とする。
目標値としては、前年度を下回ることを目標とした。

ペットボトルの分別や使用状況の悪いご
み集積所にごみの排出方法についてのポ
スターを貼るなどして、市民への啓発活動
を行った。

R4決算額（見
込み）

72,084千円

R3その他職員
従事割合

会年職
員等

1.05人

23,452円/t 22,221円/t

燃料費の高騰や、鉄等の資材が高騰したことで
車両修繕費が増額したため。

メーカー製品の製作が部品供給
不足の影響を受け、納期が大幅
に遅れ年度内に竣工が困難な
状況となったことから令和５年度
に予算の繰越しを行い工期を延
期した。

事業達成に向けての現在の課題及び今
後の課題解決に向けた取り組み

①18,681 t

②441,536千円

R4目標 R4実績

本事業は、家庭から排出されるごみの分
別による資源物の有効活用を促進し、循
環型社会の確立を目指すものであり、市
民の理解と協力が必要であることから、ご
みの分別についての啓発や指導を引き続
き行っていく。

R4その他職員
従事割合

22,221円/t 23,635円/t
生活に伴って排出される
家庭ごみを安定的に収集
運搬することは、生活の基
盤に不可欠なものとして貢
献している。

会年職
員等

1.05人

R5目標

成果指標の目標値を達成してお
り、事業の目的である安定した
質の高い施設運営を実施した。
また、長期包括運営委託に家庭
ごみ等受入業務を追加する変更
契約を締結し、令和5年度からの
業務の開始に向け、適切に業務
の引き継ぎを行った。

R4年度に改善した点
7 エネルギーをみんなに

そしてクリーンに
1,328,328千円

①長期包括運営業務

②長期包括運営委託に家庭
ごみ等受入業務の追加

③長期包括運営モニタリング
業務

長期包括運営事業に起因する計画外のごみ受
入れ停止回数

長期包括運営事業における適正かつ安定した
施設運営を目標とする。

清掃等現業業務委託拡大計画に基づき、
現業業務に関し市民サービスの低下を招
来させることがないように、家庭ごみ等受
入業務の委託化を図り、現業業務の適正
管理を推進した。

R4決算額（見
込み） 11 住み続けられるまちづ

くりを
1,422,985千円

会年職
員等

0人

0回 0回

目標達成済

事業達成に向けての現在の課題及び今
後の課題解決に向けた取り組み

①長期包括委託による安定し
た施設運営を実施した。
②長期包括運営業務委託契
約に受入業務を追加する変
更契約を締結した。
③モニタリング業務委託にお
いて、施設の運営状況が良
好であることを確認した。

R4目標 R4実績

令和5年度から家庭ごみ等受入業務のう
ち、プラットホームにおける受入業務を長
期包括運営事業者が行うことから、業務
の実施状況についてモニタリングなどによ
り確認を行う。

R4その他職員
従事割合 ごみ焼却熱を利用した発

電電力のうち、場内使用
量を超える分について売
電した。また廃棄物を適正
に処理した。

A

0回

会年職
員等

0人

R5目標

0回

R3決算額



SDGsへの貢献
(最大3つ)

成果

事務事業名称 事業概要（全体）

計画
コード

経費

投入コスト

所属
名称 会

計
事業自体が貢献する項目

評価及び次年度以降に向けた課題・取り組みなど

総合
評価

現状の課題
評価
理由

成果指標活動実績(R4)

R3予算現額 項目名

1,178千円

R4予算現額

1,471千円

R3正規職員
人件費

6.85 人 実績

54,663千円 どのように貢献したか

R4正規職員
人件費

6.18 人 評価者

～ 49,452千円
収集管理事務所
所長　　斎藤　洋一

R3予算現額 項目名

875,270千円

R4予算現額

876,920千円

R3正規職員
人件費

2.00 人 実績

15,960千円 どのように貢献したか

R4正規職員
人件費

2.00 人 評価者

～ 16,004千円
収集管理事務所
所長　　斎藤　洋一

R3予算現額 項目名

2,198千円

R4予算現額

1,906千円

R3正規職員
人件費

0.69 人 実績

5,506千円 どのように貢献したか

R4正規職員
人件費

0.74 人 評価者

～ 5,921千円 環境対策課長　前田　亘一

433

収集
管理
事務
所

実施計画ランク 事業の種別

一
般

重要 自治事務

一般廃棄物収集運
搬業務委託事業

根拠法令

廃棄物の処理及び清掃に関する法律、所沢市廃棄
物の減量及び適正処理に関する条例

事業の目的及び具体的な内容

将来にわたり安定した収集体制を維持するため民
間委託し、市民生活の生活環境の保全、公衆衛生
の向上を図る。市民が年間ごみ日程表に基づき委
託地区内のごみ集積所に出したごみを委託業者が
収集し、東部・西部クリーンセンター等に運搬する。

期間

H17

441
環境
対策
課

実施計画ランク 事業の種別

一
般

重要 自治事務

大気規制対象事業
所検査事業

根拠法令

大気汚染防止法、埼玉県生活環境保全条例、所沢
市ダイオキシン類等の汚染防止に関する条例

事業の目的及び具体的な内容

ばい煙の排出状況や施設の管理状況など、法令に
基づき、その遵守状況を検査する。(ばい煙排出状
況の行政検査や報告の徴収を含む。)
①検査計画の作成②対象事業所への報告徴収の
実施(規制基準への適合状況)③大量ばい煙発生
施設や規制基準の適合状況が思わしくない事業所
への立入検査の実施④規制基準に適合しない事
業所等への改善指導また、規制対象事業所への立
入検査により、各施設から排出される汚染物質を
削減し、大気汚染を防止する。

期間

S59

433

収集
管理
事務
所

実施計画ランク 事業の種別

一
般

重要 自治事務

ふれあい収集事業

根拠法令

所沢市ふれあい収集実施要綱

事業の目的及び具体的な内容

高齢又は障害等により、家庭から排出するごみを
自らごみ集積所に出すことが困難な市民の生活環
境の向上及び安全確保のため、当該事業利用者
宅の戸口において直接ごみの収集を行う。さらに、
希望者には、声かけを行い安否確認を行う。

期間

H17

民間事業者への委託割合
委託地区の世帯数/市内の全世帯数

R3決算額 指標名

R3決算額 指標名 目標設定の考え方・根拠

R3目標

12 つくる責任　つかう責任

1,614千円

R3その他職員
従事割合

会年職
員等

0人

今後も、行政の監視として立入検査を継
続することで、事業者の環境意識を保た
せていきたい。

R4その他職員
従事割合

100.0% 100.0%
ばい煙の排出状況の把握
により、大気汚染防止に
対する環境施策の参考と
なった。

会年職
員等

0人

R5目標

A

毎年、成果指標の目標値を達成
しているため。

100.0% 100.0%

目標達成済

R4実績

R3目標 R3実績 R4目標値が未達成の理由・分析

100.0%

11 住み続けられるまちづ
くりを

R4決算額（見
込み）

目標設定の考え方・根拠

R4年度に改善した点
3 すべての人に健康と福

祉を
1,005千円

A

安定的な収集運搬体制が維持
できていると判断する。

事業達成に向けての現在の課題及び今
後の課題解決に向けた取り組み

①6事業所

②6事業所

③

R4目標

70.0%

R4目標 R4実績

　安定的な収集運搬体制を維持するととも
に、本業務の委託率を維持できるよう安全
で効率的、かつ、遅滞なく業務に取り組む
よう指導し、サービスの向上に努めてい
く。

R4その他職員
従事割合

会年職
員等

0.3人

R5目標

R4年度に改善した点

1,851千円

①行政によるばい煙測定実
施事業所

②基準適合事業所数

③

大気規制対象事業所のばい煙に係る排出基準
適合率
（行政によるばい煙測定実施事業所数/基準適
合事業所数×100）

規制対象事業所への立入検査により、各施設か
ら排出される汚染物質を削減し、大気汚染を防
止することが当該事業の目的となっているため、
行政測定を行うばい煙に係る排出基準適合率を
指標とする。

令和3年度のE焼却炉の立入り検査は、コ
ロナ対策により報告徴収としていたが、令
和4年度は、例年通り立入検査を行った。

70.0% 70.0% 目標達成済

R3決算額 指標名 R4年度に改善した点
11 住み続けられるまちづ

くりを
875,270千円

①ごみ収集量

②収集稼働日数

市民生活の生活環境の保全と公衆衛生の向上を図
るため、安定的な収集運搬体制を確保する必要があ
る。
また、現業職員不補充であり、計画的に委託拡大を
図ることが重要であることから、委託割合を指標とし
た。

　新型コロナウィルスの感染拡大により収
集作業員の感染者が増加した場合を想定
し、委託業者との業務協力体制の構築を
するため、新型コロナウィルス等感染症に
かかる業務継続計画（ＢＣＰ）マニュアルを
作成し、令和４年９月１４日付で運用した。

R4決算額（見
込み）

876,920千円

R3その他職員
従事割合

会年職
員等

0.3人

70.0% 70.0%
事業達成に向けての現在の課題及び今
後の課題解決に向けた取り組み

①43,211 t

②259日

生活に伴って排出される
家庭ごみを安定的に収集
運搬することは、生活の基
盤に不可欠なものとして貢
献している。

目標設定の考え方・根拠

R3目標 R3実績 R4目標値が未達成の理由・分析

①年間利用世帯数

②年間利用予定世帯数

年間利用世帯
当制度について周知・啓発し、利用拡大を図るため、
年間利用世帯数とする。
目標としては、年間利用予定世帯数を目的とした。

希望者へは安否確認を行っているため、
事業内容には福祉的な側面が強い。その
ため、より細やかな対応や利用者の緊急
事態に対応出来るよう研修を行った。

R4決算額（見
込み） 11 住み続けられるまちづ

くりを
1,226千円

会年職
員等

0.3人

750世帯 781世帯

施設入所や家族との同居または逝去等の理由
により、利用開始した世帯よりも終了した世帯が
多かったため。

事業達成に向けての現在の課題及び今
後の課題解決に向けた取り組み

①742世帯

②750世帯

R4目標 R4実績

今後、「ふれあい収集」の利用者の増加が
見込まれることから、担当者の育成をはじ
め、社会情勢の変化へ臨機応変に対応で
きるよう、「ふれあい収集」に関わる人員体
制について検討していく。

R4その他職員
従事割合

750世帯
高齢者など自らごみ集積
所にごみを出すことが困
難な市民の生活環境の向
上と安全確保に貢献して
いる。

R3実績 R4目標値が未達成の理由・分析

750世帯

R3その他職員
従事割合

742世帯

会年職
員等

0.3人

R5目標

B

利用を終了する世帯数について
は予測できないものの、利用開
始世帯については、潜在的な需
要が見込まれている。



SDGsへの貢献
(最大3つ)

成果

事務事業名称 事業概要（全体）

計画
コード

経費

投入コスト

所属
名称 会

計
事業自体が貢献する項目

評価及び次年度以降に向けた課題・取り組みなど

総合
評価

現状の課題
評価
理由

成果指標活動実績(R4)

R3予算現額 項目名

23,297千円

R4予算現額

22,901千円

R3正規職員
人件費

0.83 人 実績

6,623千円 どのように貢献したか

R4正規職員
人件費

0.73 人 評価者

～ 5,841千円 環境対策課長　前田　亘一

R3予算現額 項目名

5,303千円

R4予算現額

5,189千円

R3正規職員
人件費

0.37 人 実績

2,953千円 どのように貢献したか

R4正規職員
人件費

0.32 人 評価者

～ 2,561千円 環境対策課長　前田　亘一

R3予算現額 項目名

1,112千円

R4予算現額

1,488千円

R3正規職員
人件費

0.75 人 実績

5,985千円 どのように貢献したか

R4正規職員
人件費

1.14 人 評価者

～ 9,122千円 環境対策課長　前田　亘一

R3実績 R4目標値が未達成の理由・分析

R3決算額 指標名 目標設定の考え方・根拠

R3目標 R3実績

442
環境
対策
課

実施計画ランク 事業の種別

一
般

重要 自治事務

水質規制対象事業
所検査事業

根拠法令

水質汚濁防止法、埼玉県生活環境保全条例

事業の目的及び具体的な内容

排出水の状況や施設の管理状況など、法令に基づ
き、その遵守状況を検査する。
①検査計画の作成②対象事業所への立入検査の
実施③採水した水質・施設の稼働状況・自主測定
結果について規制基準との適合状況の確認④規
制基準に適合しない事業所等への改善指導。ま
た、立入検査により各事業所から公共用水域へ排
出される汚濁物質を削減し、水質汚濁を防止する。

期間

S62

441
環境
対策
課

実施計画ランク 事業の種別

一
般

重要 法定受託事務

大気汚染状況の常
時監視事業

根拠法令

大気汚染防止法

事業の目的及び具体的な内容

硫黄酸化物・二酸化窒素・浮遊粒子状物質などの
大気汚染物質について、本事業の法定受託事務処
理基準である「環境大気常時監視マニュアル」等に
基づき、市内5常時監視測定局（一般局：東所沢・北
野・中富、自排局：航空公園・和ヶ原）において常時
監視機器を用い、計測・調査を行う。
大気に係る環境基準設定項目を中心として、大気
汚染状況を常時監視し、大気汚染防止に係る施策
の基礎資料とする。期間

S60

441
環境
対策
課

実施計画ランク 事業の種別

一
般

重要 法定受託事務＋附加

有害大気汚染物質
等モニタリング調査
事業

根拠法令

大気汚染防止法

事業の目的及び具体的な内容

環境省が定める「事務処理基準（平成13年5月21日
付環境省環境管理局長通知）」及び「有害大気汚染
物質測定方法マニュアル」等に基づき、市内2地点
において調査を実施している。
①調査計画の作成（調査項目、調査日程等）②調
査の実施（12回/年）③測定精度の審査、測定値
（年統計値を含む。）の確定④調査結果の国・関係
機関・市民等への情報提供

期間

H9

R3その他職員
従事割合

R3決算額 指標名

100.0%

1,001千円

①立入計画事業所数

②立入検査を行った事業所
数

③

計画実施率
立入検査を行った事業所数/立入計画事業所数
×100

定期的に立入検査を行うことにより、事業所の水質規
制遵守への関心の向上並びに意識低下の防止が期
待されるため、計画実施率を指標とする。

3,724千円

R3その他職員
従事割合

100.0%

目標達成済

100.0%

R3目標

A

A

毎年、成果指標の目標値を達成
しているため。

100.0%
各事業所からの公共用水
域への水質汚濁を防止す
ることにより、直接的な
SDGsへの貢献につながっ
た。

会年職
員等

0人

R5目標

100.0%

R4目標 R4実績

環境省が定める「事務処理基準（平成13
年5月21日付環境省環境管理局長通知）」
及び「有害大気汚染物質測定方法マニュ
アル」に従い、今後も引き続き常時監視を
実施する。

R4その他職員
従事割合

大気中の有害大気汚染物
質を測定監視することによ
り、直接的なSDGsへの貢
献につながった。

会年職
員等

0人

A

計画どおり立入検査を実施した
ため。

R4年度に改善した点

12 つくる責任　つかう責任

行政処分等の統一・公平化をより一層確
保するため、「行政処分等に関する運用方
針」を見直し、不文律で運用されていた内
容の明文化等を行った。

R4決算額（見
込み）

14 海の豊かさを守ろう

1,606千円

R3その他職員
従事割合

会年職
員等

0人

100.0% 100.0%

目標達成済

R4年度に改善した点
3 すべての人に健康と福

祉を
4,743千円

①有効調査項目

②調査項目数

③

有効項目率
（有効調査項目数/調査項目数×100）

有害大気汚染物質に係る環境基準設定項目を中心と
して、大気の汚染状況を常時監視することを目的とし
ているため、有効調査項目率を評価指標とした。
また、目標値は前年度同様100％とした。

北野測定局でのモニタリング調査時、R3
年度までは戸外の電源を使用していた
が、測定の安全性・安定性向上のため、
R4年度からは室内の電源を使用すること
とした。

R4決算額（見
込み） 11 住み続けられるまちづ

くりを

毎年、成果指標の目標値を達成
しているため。

事業達成に向けての現在の課題及び今
後の課題解決に向けた取り組み

①52事業所

②52事業所

③

R4目標 R4実績

事業所によっては、排水に詳しい担当者
常駐していないこともある。原則は抜き打
ちであるが、状況に応じて事業所に連絡を
取る等、立入検査を計画的に実施できる
ようにしたい。

R4その他職員
従事割合

100.0%

12 つくる責任　つかう責任

会年職
員等

0人

100.0% 100.0%

目標達成済

事業達成に向けての現在の課題及び今
後の課題解決に向けた取り組み

①34項目

②34項目

③

R4目標値が未達成の理由・分析

100.0%

100.0% 100.0%

R5目標

目標設定の考え方・根拠

R4年度に改善した点
3 すべての人に健康と福

祉を
22,355千円

①有効調査項目

②調査項目数

③

有効項目率
（有効調査項目数/調査項目数×100）

事務処理基準に基づき、大気汚染に係る計測・調査
を行うことが目的となっているため、有効調査項目率
を指標とする。
目標値としては、前年度維持を目標としたい。

常時監視における計測・調査において、測
定局の維持管理は欠かせない要素の一
つである。
北野測定局において、R4.6月の豪雨によ
り雨漏りがひどくなり、配電盤修繕に伴う
排水管工事を行ったところ、雨漏りが起こ
らなくなり、改善が見られた。

R4決算額（見
込み） 11 住み続けられるまちづ

くりを
21,785千円

会年職
員等

0人

100.0%

R3決算額 指標名 目標設定の考え方・根拠

R3目標 R3実績 R4目標値が未達成の理由・分析

事業達成に向けての現在の課題及び今
後の課題解決に向けた取り組み

①52項目

②52項目

③

R4目標 R4実績

今後も引き続き施設管理に努める。また、
測定機器の入れ替えの場合には、測定項
目の見直しを随時行い、事務の効率化・
経費の抑制に努める。

R4その他職員
従事割合

100.0%

大気状況を常時監視する
ことにより、環境施策の参
考となった。会年職

員等
0.15

R5目標



SDGsへの貢献
(最大3つ)

成果

事務事業名称 事業概要（全体）

計画
コード

経費

投入コスト

所属
名称 会

計
事業自体が貢献する項目

評価及び次年度以降に向けた課題・取り組みなど

総合
評価

現状の課題
評価
理由

成果指標活動実績(R4)

R3予算現額 項目名

6,514千円

R4予算現額

6,629千円

R3正規職員
人件費

0.46 人 実績

3,671千円 どのように貢献したか

R4正規職員
人件費

0.49 人 評価者

～ 3,921千円 環境対策課長　前田　亘一

R3予算現額 項目名

5,640千円

R4予算現額

6,240千円

R3正規職員
人件費

0.53 人 実績

4,229千円 どのように貢献したか

R4正規職員
人件費

0.80 人 評価者

～ 6,402千円 資源循環推進課長　山屋　貴裕

R3予算現額 項目名

53,687千円

R4予算現額

54,352千円

R3正規職員
人件費

5.45 人 実績

43,491千円 どのように貢献したか

R4正規職員
人件費

5.00 人 評価者

～ 40,010千円 河川担当参事　加藤　孝雄

事業の種別

一
般

重要 法定受託事務＋附加

公共用水域等汚濁
状況の常時監視事
業

根拠法令

生活排水による公共用水
域の水質汚濁を防止し、
生活環境の保全及び公衆
衛生が向上した。

補助を望んでいても放流先の確保がない
事案は解決できない。
ポスティング対象地区を変え、広報を行
う。

R4その他職員
従事割合

会年職
員等

0人

R5目標

R4年度に改善した点
6 安全な水とトイレを世界

中に
1,290千円

①補助金交付

②広報

補助金交付件数
当市の近年の申請数に照らし合わせると妥当と考え
られる。 単独槽使用世帯を洗い出し、直接ポスティ

ングを行い申請を募った。

R4決算額（見
込み） 11 住み続けられるまちづ

くりを
666千円

R3その他職員
従事割合

Ｃ

申請の相談を受けるが、放流先
が無く断念するケースもある。
また、補助を受けても費用負担
が少なくなく、現状の単独槽でも
問題なく生活出来ており、必要性
を感じていないケースも多い。

会年職
員等

0人

10件 2件
事業達成に向けての現在の課題及び今
後の課題解決に向けた取り組み

442

資源
循環
推進
課

実施計画ランク 事業の種別

一
般

重要 自治事務

浄化槽整備補助事
業

根拠法令

循環型社会形成推進交付金交付要綱
所沢市浄化槽整備事業補助金交付要綱

事業の目的及び具体的な内容

浄化槽整備の費用について補助金を交付すること
により、生活排水による公共用水域の水質汚濁を
防止し、生活環境の保全及び公衆衛生の向上に寄
与するためである。

期間

H5

442
環境
対策
課

実施計画ランク

期間

S25

期間

S62

442
河川
課

実施計画ランク 事業の種別

一
般

重要 自治事務

河川・水路維持管理
事業

根拠法令

-

事業の目的及び具体的な内容

１、河川の氾濫による浸水被害等の防止を図るた
め、改修・整備を行う。
２、パトロールや市民等の要望により、清掃・除草
および修繕等を行う。
３、地域に根付く川づくりを目指し、維持管理の一部
を委託する。
４、「水辺のサポーター制度」事業の推進。

水質汚濁防止法

事業の目的及び具体的な内容

埼玉県および所沢市が定めた公共用水域水質測
定計画に基づき、ｐHなどの生活環境項目、カドミウ
ムなどの健康項目等について、市内主要河川の水
質と河川底質の調査を行う。
また、市内主要河川の水質と河川底質（川底の泥）
の環境基準項目等を中心として、河川の汚濁状況
を監視し、水質汚濁防止に係る施策の基礎資料を
得ることを目的とする。

100.0%

R4目標値が未達成の理由・分析

①１件

②過去転換実績の多かった
地域で１１０件のポスティング
及びＨＰにて周知

１件
転換の希望があっても放流先が確保できない場
合や工事の費用負担が少なくないこと等が考え
られる。

目標設定の考え方・根拠

R3実績

維持管理の成果を測るには、要望の大部分を占める
除草や清掃への対応件数を指標とすることが適して
いるため。

10件

R4目標 R4実績

R3決算額 指標名

10件

R3決算額 指標名

R3目標

R4実績

目標設定の考え方・根拠

R3目標 R3実績 R4目標値が未達成の理由・分析

R3決算額 指標名

会年職
員等

0人

R5目標

13 気候変動に具体的な
対策を

50,060千円

R3その他職員
従事割合

会年職
員等

0人

要望や通報に関しては、夏季に多く寄せら
れることから、要望が集中した際に効率的
に作業を進めていくことが求められる。

R4その他職員
従事割合

250件 302件
住民からの要望に速やか
に対応することで、浸水被
害等の防止を図ることが
できた。

会年職
員等

0人

R5目標

A

成果指標の目標を達成してい
る。

11 住み続けられるまちづ
くりを

事業達成に向けての現在の課題及び今
後の課題解決に向けた取り組み

①4,348m

②302件

③91.24m

R4目標

R4年度に改善した点

53,086千円

①維持管理（清掃）

②要望・通報件数

③改修・整備工事

要望・通報処理件数

特になし

R4決算額（見
込み）

250件 311件

目標達成済

250件

A

埼玉県及び所沢市が定めた公
共水域測定計画に基づき、市内
主要河川と河川の底質評価を
行っており、成果指標の目標値
を達成することができた。
また、月1回の常時監視をするこ
とによって、水質汚濁防止法に
係る施策の基礎資料を得ること
ができた。

R4年度に改善した点目標設定の考え方・根拠

R3目標 R3実績 R4目標値が未達成の理由・分析

100.0%

R3その他職員
従事割合

6 安全な水とトイレを世界
中に

6,308千円

①測定項目

②測定地点

③

実施項目率
測定項目/計画項目×100

埼玉県及び所沢市が定めた公共水域測定計画に基
づき、市内主要河川の水質と河川の底質の評価を行
うこと。また、河川の汚濁状況を監視し、水質汚濁防
止法に係る施策や令和4年度における基礎資料を得
ることを目的としているため、その実施項目率を指標
とする。

BODが基準超過することが多い地点につ
いて、原因を究明するため、職員による河
川調査を行った。

R4決算額（見
込み）

14 海の豊かさを守ろう

6,286千円

会年職
員等

0人

100.0% 100.0%

目標達成済

事業達成に向けての現在の課題及び今
後の課題解決に向けた取り組み

①89項目

②13地点・年12回

③

R4目標 R4実績

河川工事や植物の光合成による突発的な
BOD、pHの基準超過が見られる。生活排
水由来の汚濁も考えられることから、採水
時以外も河川状況を把握しておく必要が
ある。

R4その他職員
従事割合

100.0%
市内主要河川の水質など
を測定・監視することによ
り、環境施策の参考になっ
た。



SDGsへの貢献
(最大3つ)

成果

事務事業名称 事業概要（全体）

計画
コード

経費

投入コスト

所属
名称 会

計
事業自体が貢献する項目

評価及び次年度以降に向けた課題・取り組みなど

総合
評価

現状の課題
評価
理由

成果指標活動実績(R4)

R3予算現額 項目名

2,859千円

R4予算現額

4,068千円

R3正規職員
人件費

1.79 人 実績

14,284千円 どのように貢献したか

R4正規職員
人件費

1.62 人 評価者

～ 12,963千円 環境対策課長　前田　亘一

R3予算現額 項目名

7,889千円

R4予算現額

8,730千円

R3正規職員
人件費

1.01 人 実績

8,060千円 どのように貢献したか

R4正規職員
人件費

0.78 人 評価者

～ 6,242千円
生活環境担当参事
浅見　仙隆

R3予算現額 項目名

12,727千円

R4予算現額

12,750千円

R3正規職員
人件費

0.77 人 実績

6,145千円 どのように貢献したか

R4正規職員
人件費

0.80 人 評価者

～ 6,402千円
生活環境担当参事
浅見　仙隆

期間

S57

444
生活
環境
課

実施計画ランク 事業の種別

一
般

重要 自治事務

「環境美化の日」市
内一斉美化清掃活
動事業

根拠法令

｢環境美化の日｣市内一斉美化清掃活動実施要領

事業の目的及び具体的な内容

市民参加による市内全域での環境美化清掃活動を
春、秋の年に２回実施することにより、快適な生活
環境を確保する。

444
生活
環境
課

実施計画ランク 事業の種別

一
般

重要 自治事務

環境推進員活動促
進事業

根拠法令

所沢市環境推進員設置要綱

事業の目的及び具体的な内容

ごみ減量・リサイクル・および地域での環境美化を
推進し、市民の環境保全に対する意識を高め、理
解を深めることにより、健康で潤いのある生活環境
を作る。

期間

H8

444
環境
対策
課

実施計画ランク 事業の種別

一
般

重要 自治事務

公害等苦情相談事
業

根拠法令

公害紛争処理法

事業の目的及び具体的な内容

騒音、振動、悪臭をはじめとする各種公害にかかる
苦情相談を電話・メール・窓口等を通して受付け、
苦情発生源の調査、指導、助言等を行い解決を図
る。

期間

S47

R3決算額 指標名

6回

R4目標

R4決算額（見
込み）

R3その他職員
従事割合

苦情相談解決率
（解決件数/対応件数×100）

苦情に関しては、100%解決が望ましいが、解決が長
引く案件も多くある。また、年度末に受付した苦情は
繰り越さざるを得ないため、現実的な目標としたい。

95.0%

B

参加に慎重な自治会・町内会も
多いなか、参加人数は目標に到
達しなかったものの、前年度に
比べ参加者の大幅な増加がみら
れた。

①1,052名

②4,807名

R4目標 R4実績

新型コロナウィルス感染症が落ち着きてき
たことから、各地区での活動再開に向け、
今後も引き続き必要な情報提供や支援を
行っていく。

R4その他職員
従事割合

6回 4.6回

R4実績

参加人数の増加を図るため、市民への周
知方法としてポスター、チラシのデザイン
を改善するとともに、広報、ホームページ
等での周知についても改善を図る。

R4その他職員
従事割合

49,762 人 40,040 人

R5目標
会年職
員等

1人

B

新型コロナウィルス感染症の影
響が残る中、目標には至らな
かったとはいえ、前年度を上回る
実績を残すことができた。

R4年度に改善した点
4 質の高い教育をみんな

に
11,350千円

①委嘱人数

②事業参加延べ人数

環境推進員1人あたりの活動回数
環境推進員それぞれが２ヶ月に１度程度の活動
を行うと期待したもの 活動の再開については各地区の判断に委

ねたが、環境推進員連絡協議会を通じ、
必要な情報提供や情報共有を行った。

R4決算額（見
込み） 11 住み続けられるまちづ

くりを
11,874千円

R3その他職員
従事割合 17 パートナーシップで目

標を達成しよう

会年職
員等

0人

6回 3回

新型コロナウィルス感染症の影響は落ち着いて
きたものの、各地区での地域清掃活動や環境研
修会等は規模の縮小や中止も多く、目標達成に
は至らなかった。

R3決算額 指標名 目標設定の考え方・根拠

R3目標 R3実績 R4目標値が未達成の理由・分析

事業達成に向けての現在の課題及び今
後の課題解決に向けた取り組み

環境保全に対する関心と
理解を深め、実践的活動
を行った。会年職

員等
1人

R5目標

R4年度に改善した点
11 住み続けられるまちづ

くりを
6,911千円

①ごみ回収実績

②参加人数

環境美化活動における参加人数
世帯数×3割×1回
（春・秋いずれかで３割の世帯から１人は参加し
てもらいたいという考えによる）

新型コロナウィルス感染症の影響下でも
安全に地域清掃活動が実施できるよう、
埼玉県が作成した「地域清掃活動10のポ
イント」を運用し、参加者の増加を図った。

R4決算額（見
込み） 17 パートナーシップで目

標を達成しよう
8,032千円

R3その他職員
従事割合

会年職
員等

0人

49,286 人 30,094 人

2年前より続く、新型コロナウィルス感染症の影
響は少なくなってきたものの、「環境美化の日」
参加者には高齢者も多いことから、参加に慎重
な自治会・町内会も多く、目標達成には至らな
かった。また参加自治会・町内会の構成員の高
齢化も原因の一因と考えられる

事業達成に向けての現在の課題及び今
後の課題解決に向けた取り組み

①65.5t

②40,040人

R3決算額 指標名 目標設定の考え方・根拠

R3目標 R3実績 R4目標値が未達成の理由・分析

快適な生活環境を確保す
るため、自主的に「環境美
化の日」一斉清掃美化活
動に参加し清掃活動を実
施した。

50,346 人

3,312千円

会年職
員等

1

94.1% 99.1%

目標達成済

事業達成に向けての現在の課題及び今
後の課題解決に向けた取り組み

①７８件

②７７件

③

R4目標 R4実績

法令規制が適用されない事案に関する苦
情相談が増加傾向にあり、対応に苦慮し
ているため、個々の事案に合わせた、適
切な対応を目指す。

R4その他職員
従事割合

98.7%

会年職
員等

1.7

R5目標

94.4%

公害苦情相談に対応する
ことで、直接的なSDGｓへ
の貢献につながった。

A

公害苦情相談は、相談者の感覚
に起因するものが多く、対応が
困難で解決までに時間を要する
が、今後も目標達成に努めてい
きたい。
今後も、処理困難な案件が増加
する事が推測されるが、より一層
知識を深めて、相談者への適切
かつ迅速な対応を図る必要があ
る。

R4年度に改善した点
11 住み続けられるまちづ

くりを
2,502千円

①苦情相談対応件数

②苦情相談解決件数

③

目標設定の考え方・根拠

R3目標 R3実績 R4目標値が未達成の理由・分析

研修・セミナー等積極的に参加し、法令に
対する理解や、コロナ後の苦情状況内容
など苦情対応についての知識向上に努め
た。また対応中の苦情について、適宜パト
ロールを実施し、現状把握、適切な指導等
に努めた。



SDGsへの貢献
(最大3つ)

成果

事務事業名称 事業概要（全体）

計画
コード

経費

投入コスト

所属
名称 会

計
事業自体が貢献する項目

評価及び次年度以降に向けた課題・取り組みなど

総合
評価

現状の課題
評価
理由

成果指標活動実績(R4)

R3予算現額 項目名

723千円

R4予算現額

1,206千円

R3正規職員
人件費

2.06 人 実績

16,439千円 どのように貢献したか

R4正規職員
人件費

1.72 人 評価者

～ 13,763千円
生活環境担当参事
浅見　仙隆

R3予算現額 項目名

20,672千円

R4予算現額

19,154千円

R3正規職員
人件費

0.37 人 実績

2,953千円 どのように貢献したか

R4正規職員
人件費

0.41 人 評価者

～ 3,281千円
生活環境担当参事
浅見　仙隆

R3予算現額 項目名

4,133千円

R4予算現額

4,446千円

R3正規職員
人件費

1.20 人 実績

9,576千円 どのように貢献したか

R4正規職員
人件費

1.13 人 評価者

～ 9,042千円
生活環境担当参事
浅見　仙隆

期間

S44

444
生活
環境
課

実施計画ランク 事業の種別

一
般

重要 自治事務

犬の登録・狂犬病予
防注射管理事業

根拠法令

狂犬病予防法

事業の目的及び具体的な内容

狂犬病予防法に基づき、狂犬病の発生、蔓延を防
ぐため、市内で飼育されている犬の情報を登録し、
狂犬病の接種状況を管理する。犬の鑑札および注
射済票の交付を行うとともに、所沢狂犬病予防協
会や市内動物病院と連携して集合狂犬病予防注射
や注射済票仮交付を行うことで、予防注射接種率
の向上を図っている。

期間

H12

444
生活
環境
課

実施計画ランク 事業の種別

一
般

重要 自治事務

あき地の雑草除去指
導事業

根拠法令

所沢市あき地の雑草除去に関する条例

事業の目的及び具体的な内容

あき地が適正に管理されずに雑草が繁茂すると、
火災、犯罪の発生、害虫の発生、ゴミの不法投棄な
どの原因になることから定期的にあき地の雑草繁
茂状況を調査し、繁茂状況により土地の所有者（管
理者）に対し、雑草の除去を行うよう指導する。

444
生活
環境
課

実施計画ランク 事業の種別

一
般

重要 自治事務

一般家庭生活廃水く
み取り事業

根拠法令

所沢市一般家庭生活廃水くみ取りに関する条例

事業の目的及び具体的な内容

下水道未整備地区で生活廃水の吸込槽が機能低
下によりあふれてしまうことを防ぐため、たまった生
活廃水のくみ取りを行うことにより、周辺の衛生的
な生活環境を保持する。

期間

S46

100.0%

R3決算額 指標名

R4実績

会年職
員等

1人

R5目標

R3決算額 指標名

会年職
員等

0人

R5目標

くみ取り作業への苦情もなく、目標は達成され
た。 委託業者が、協同組合所沢清和会に昨年

度から変わったが、引き続き安定した業務
サービスができるように努める。

犬の死亡届の未提出や、狂犬病予防注射を摂
取しても注射済票の交付手続を行わない飼い主
がいるため、制度の周知・啓発活動が必要であ
る。

72.4%

会年職
員等

1人

R5目標

R4年度に改善した点

B

年々高齢化や金銭的理由等に
よりあき地の除草を行うことがで
きない所有者が増えているなか
で、一定の実績をあげることがで
きた。

R4年度に改善した点

狂犬病予防注射の接種率
を向上させることで、狂犬
病の発生を防止した。

B

所沢狂犬病予防協会や市内動
物病院と連携して集合狂犬病予
防注射や注射済票仮交付を行
い、犬の飼い方教室の開催や広
報による啓発活動などの実施に
より、ある程度の結果は残せた
が、７割の接種率だったため。

R4年度に改善した点
11 住み続けられるまちづ

くりを
3,714千円

①新規登録枚数

②登録頭数

③注射済票交付枚数

狂犬病予防注射接種率
狂犬病予防法に犬の所有者は狂犬病予防注射
を毎年１回受けさせなければならないとなってい
る。

R4決算額（見
込み） 17 パートナーシップで目

標を達成しよう
4,229千円

R3その他職員
従事割合

会年職
員等

1人

登録後や狂犬病予防注射接種後に交付
する鑑札や済票について、飼い主自身が
何を交付されているのかわかっていないこ
とが多く見受けられていたことから、交付
時に封入する封筒に、何が入っているの
かをイラストで掲載し、毎年交付を受ける
ものをわかりやすくした。
新型コロナウイルス感染症の拡大の対策
としては、接種率の向上を図るため、市内
動物病院と提携して実施している注射済
票仮交付の期間を延長した。
その他、キャッシュレス決済が導入され、
支払いについて柔軟に対応できるように
なった。

接種率の向上及び飼い主のマナー向上に
ついて、より効果がある方法を研究する。

R4その他職員
従事割合

100.0%

R3目標 R3実績 R4目標値が未達成の理由・分析

R4目標 R4実績

76.8%
事業達成に向けての現在の課題及び今
後の課題解決に向けた取り組み

①1,340枚

②15,185頭

③10,988枚

100.0%

6 安全な水とトイレを世界
中に

14,250千円

①くみ取り件数

②くみ取り量

③くみ取り手数料

衛生側面からの納得度
(くみ取り件数－くみ取り作業への苦情件数)÷く
み取り件数

現状のとおり。

R4決算額（見
込み） 11 住み続けられるまちづ

くりを
14,038千円

R3その他職員
従事割合

会年職
員等

0人

100.0% 100.0%

R3決算額 指標名 目標設定の考え方・根拠

事業達成に向けての現在の課題及び今
後の課題解決に向けた取り組み

①742件

②1,823,400ℓ

③1,094,040円

生活廃水を適正処理する
ことにより、地下水や河川
水の汚染を防止した。

Ａ

成果指標の目標は達成してお
り、継続的な成果が得られてい
る。

目標設定の考え方・根拠

R3目標 R3実績 R4目標値が未達成の理由・分析

100.0%

100.0% 100.0%
R4その他職員
従事割合

R4目標

11 住み続けられるまちづ
くりを

342千円

①指導箇所

②改善箇所

③改善率

数値 改善箇所÷指導箇所 土地所有者が死亡してしまっている場合、
他市に公用申請を行うなどして相続人を
探し出し指導文書を送付した。

R4決算額（見
込み）

690千円

会年職
員等

0人

100% 82.8%

高齢化や相続放棄、金銭的理由等であき地の
除草作業を行うことができない所有者がいる。

事業達成に向けての現在の課題及び今
後の課題解決に向けた取り組み

①75箇所

②59箇所

③78.7%

R4目標 R4実績

所有者の理解や協力がなければ改善が
進まないため、粘り強く土地所有者に訴え
かけていくことに努める。

R4その他職員
従事割合

100%

土地所有者の協力により
目的を達成した。

目標設定の考え方・根拠

R3目標 R3実績 R4目標値が未達成の理由・分析

100%

R3その他職員
従事割合

78.7%



SDGsへの貢献
(最大3つ)

成果

事務事業名称 事業概要（全体）

計画
コード

経費

投入コスト

所属
名称 会

計
事業自体が貢献する項目

評価及び次年度以降に向けた課題・取り組みなど

総合
評価

現状の課題
評価
理由

成果指標活動実績(R4)

R3予算現額 項目名

3,962千円

R4予算現額

4,484千円

R3正規職員
人件費

1.27 人 実績

10,135千円 どのように貢献したか

R4正規職員
人件費

1.21 人 評価者

～ 9,682千円
生活環境担当参事
浅見　仙隆

R3予算現額 項目名

2,398千円

R4予算現額

2,267千円

R3正規職員
人件費

0.42 人 実績

3,352千円 どのように貢献したか

R4正規職員
人件費

0.34 人 評価者

～ 2,721千円 環境対策課長　前田　亘一

R3予算現額 項目名

140千円

R4予算現額

134千円

R3正規職員
人件費

0.54 人 実績

4,309千円 どのように貢献したか

R4正規職員
人件費

0.59 人 評価者

～ 4,721千円 環境対策課長　前田　亘一

危険、迷惑な歩きたばこ、ポイ捨てをなくし、喫煙者
のマナー向上を図るため、キャンペーン、パトロー
ル等による条例の周知啓発活動を実施するととも
に、喫煙禁止地区での禁煙を徹底するため、路上
喫煙禁止地区内の路面シートの貼付や指定喫煙
所の維持管理を行う。

期間

H18

445
環境
対策
課

実施計画ランク 事業の種別

一
般

重要 法定受託事務

ダイオキシン類によ
る汚染状況の常時
監視事業（大気、水
質及び土壌等）

根拠法令

ダイオキシン類対策特別措置法

事業の目的及び具体的な内容

　大気については埼玉県が定めたダイオキシン類
大気常時監視実施計画に基づき、河川水について
はダイオキシン類対策特別措置法に基づく常時監
視（公共用水域）実施計画に基づき、また、土壌・地
下水については地下水質測定計画に基づき、ダイ
オキシン類にかかる環境調査を行う。また、ダイオ
キシン類による大気・水質・土壌等の汚染状況を常
時監視し、ダイオキシン類による汚染対策に係る施
策の基礎資料とする。期間

H9

445
環境
対策
課

実施計画ランク 事業の種別

一
般

重要 自治事務

放射性物質による環
境汚染の監視・対処
事業

根拠法令

-

事業の目的及び具体的な内容

市内の放射線量を定期的に測定し、その結果等の
情報を市民に公表するとともに、市民への測定器
貸出や相談などの対応を行う。
また、放射線に係る環境汚染の実態を継続的に把
握することで、市民の不安を軽減するための根拠
資料とする。

期間

H23

444
生活
環境
課

実施計画ランク 事業の種別

一
般

重要 自治事務

歩きたばこ等防止啓
発事業

根拠法令

所沢市歩きたばこ等の防止に関する条例

事業の目的及び具体的な内容

①駅前キャンペーン実施個所

②路面シートの貼付枚数

③歩きたばこ等防止パトロー
ル実施回数

市内4カ所（主な駅前）の平均路上歩行者喫煙率
（成人歩行者に対する歩行喫煙者の割合）

条例を周知し、遵守することで危険、迷惑な歩き
たばこや路上喫煙行為をなくすため、違反者が
０パーセントであることを目標とする。

①18個所

②31枚

③16回

R4目標

100.0% 100.0%

会年職
員等

0人

100.0% 100.0%

目標達成済

R4目標 R4実績

R3決算額 指標名 目標設定の考え方・根拠

R3決算額 指標名 目標設定の考え方・根拠

R3目標 R3実績

R3決算額 指標名

空間放射線量の測定と公
表を行うとともに、測定器
の貸し出し体制を整えて
おくことで、市内放射線量
の現状について市民周知
に努めた。

会年職
員等

0.15

R5目標

100.0% 100.0%
ダイオキシン類の環境調
査で、大気の状況を把握
することにより、環境施策
の参考となった。

会年職
員等

0人

R5目標

A

成果指標の目標値を達成してい
るため、一定の成果を上げられ
ていると考える。

R4年度に改善した点
11 住み続けられるまちづ

くりを
117千円

①継続的な空間放射線量測
定

②除染土壌仮保管場所定期
測定

③測定結果公表

調査実施率
（測定数/調査数×100）

市民生活における空間放射線の影響の確認の
ため市内10地点での測定を指標とした。

R4.10.29～30に開催された市民フェスティ
バルにおいて、空間放射線量の体験測定
を実施し、放射線に関する理解醸成に務
めた。

R4決算額（見
込み）

158千円

R3その他職員
従事割合

事業達成に向けての現在の課題及び今
後の課題解決に向けた取り組み

①市内10地点での測定回数
1地点・1回/３ヶ月

②保管場所×２回/年

③市ホームページ、各まちづ
くりセンターにポスター掲示

R3目標

市による定期測定を継続し、その結果を
公表することで、市民の安全安心の確保
に努める。また、点検、校正を行った測定
器の貸出を継続する。

R4その他職員
従事割合

3 すべての人に健康と福
祉を

2,229千円

①調査検体数

②調査計画検体数

③

調査実施率
（有効調査検体数/調査計画検体数×100）

埼玉県の実施計画で、大気：3地点を4回/年、河川
水・底質：各2地点を1回/年、土壌：2地点を1回/年、
地下水：1地点を1回/年の年19検体が測定数として定
められているため、すべての項目を市で実施すること
を目標として設定している。

年4回、大気測定をしている教育センター
において、測定期間中のセンターの行事
等を情報共有することにより、毎日の機器
点検をスムーズにすることができるように
なった。

R4決算額（見
込み） 11 住み続けられるまちづ

くりを
2,042千円

R3その他職員
従事割合

会年職
員等

0人

100.0% 100.0%

目標達成済

事業達成に向けての現在の課題及び今
後の課題解決に向けた取り組み

①19検体

②19検体

③

R4目標 R4実績

引き続き定められた測定の精度を維持し、
今後も常時監視を継続する。

R4その他職員
従事割合

A

毎年、成果指標の目標値を達成
しているため。

R4年度に改善した点

R3実績 R4目標値が未達成の理由・分析

100.0%

R4目標値が未達成の理由・分析

100.0%

会年職
員等

0人

0% 0.06%

条例制定前は2.19パーセントであった歩行喫煙
率が令和4年9月の調査では0.04％となってお
り、条例の周知は進んでいると考えられるが、マ
ナーを守らない喫煙者が少数見受けられる。

事業達成に向けての現在の課題及び今
後の課題解決に向けた取り組み

R4実績

条例施行後の路上喫煙率の推移をみる
と、一定の効果は上がっており喫煙マナー
の向上も図られているが、一部喫煙マ
ナーが守られていない状況があることか
ら、今後も職員によるパトロールを行い、
条例違反者への声かけを実施していく。

R4その他職員
従事割合

0% 0.04%

受動喫煙にも配慮し、パト
ロール等で条例周知啓発
に努めた。会年職

員等
1人

R5目標

R3目標 R3実績

Ａ

概ね条例の内容は周知され、喫
煙者のマナーも向上していると
考えられるため。

R4年度に改善した点
3 すべての人に健康と福

祉を

令和4年6月に所沢駅西口駅前広場内指
定喫煙所を撤去した。

R4決算額（見
込み） 11 住み続けられるまちづ

くりを
4,557千円

R4目標値が未達成の理由・分析

0%

R3その他職員
従事割合

目標設定の考え方・根拠

3,979千円


